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　沖縄国際カーニバルの名物イベント「カーニバル 
パレード」。国道330号からゲート通りまでを総勢
1,254人が練り歩き、個性豊かな参加者のパフォーマ
ンスが沿道の観客を沸かせる。



　　新年あけましておめでとうございます。

　平成28年の年頭にあたり、沖縄市議会を代表し謹んで新年のご

挨拶を申し上げます。

　沖縄市民の皆様におかれましては、輝かしい新春を健やかにお迎え

のことと心よりお慶び申し上げますとともに、平素より沖縄市議会に対し、

格別なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　昨年を振り返ってみますと、全国各地で火山噴火や集中豪雨による土砂崩れ、河川の氾濫など、多く

の自然災害が発生し、甚大な被害に見舞われるなど、自然の驚異を改めて痛感させられました。一方、ユ

ネスコ世界遺産委員会において、我が国が世界遺産に推薦していました「明治日本の産業革命遺産　

製鉄・製鋼、造船、石炭産業」が、世界遺産に登録され、また、日本人がノーベル賞の生理学・医学賞と物

理学賞を受賞するなど、喜ばしいニュースとなりました。

　本市におきましては、昨年7月に人口14万人を突破し、また、沖縄こどもの国動物園において、県内で

は初、国内十例目となるインドゾウの赤ちゃん、琉美が誕生しました。さらに、沖縄全島エイサーまつり

も60回目という大きな節目を迎えるとともに、沖縄県唯一のプロバスケットボールチームであります琉

球ゴールデンキングスの活動拠点として本市がホームタウンに決定するなど、様々な分野で嬉しいこと

が続く年となりました。

　近年は、社会情勢の変化、国際化、情報化により、価値観が多様化し、行政サービスに対する住民の

ニーズは複雑・高度化してきており、地方自治体には、地域の実情に即した、これまで以上にきめ細やか

な対応が求められることに加え、事務の合理化・効率化など、計画的な行政改革を推進し、効率的かつ

効果的な行政運営が必要となってまいります。

　新たな年を迎え、沖縄市議会といたしましても、その役割と責任の重さを改めて自覚し、全ての市民

の皆様が夢と希望を持ち、穏やかに暮らせる安心・安全なまちの更なる実現に向け、行政と共に議員一

同全力を尽くして参る所存であります。

　市民の皆様におかれましては、なお一層のご支援・ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

　結びに、新しいこの一年が市民の皆様にとりまして、希望に満ち溢れる幸多い年となりますよう、ご健

勝、ご多幸を心から祈念申し上げまして、年頭のごあいさつといたします。

平成 28 年　元旦

沖縄市議会議長　普久原　朝健

希望に満ち溢れる沖縄市へ

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様には、希望に満ちた新春をお迎えのことと、心よりお慶び申

し上げます。

　昨年は、凄惨な沖縄戦の終結から70年目にあたり、平和の尊さ、安

全・安心な社会の大切さ、そして激動の時代を乗り越え、今日の繁栄を築

いてこられました先人達に改めて感謝する年となりました。

　全国的に人口減少が深刻化する中、本市におきましては、昨年７月に人口が14万人を突破し、多くの市

民の皆様とともに節目を祝うことができました。

　また、沖縄こどもの国では、インド象の赤ちゃん（琉美）が誕生するなど、こどもたちの弾ける笑顔と

歓喜がこだまし本市のさらなる飛躍を感じさせる明るい話題となりました。

　スポーツ界では、本市の名誉市民であります上与那原寛和選手が、陸上世界選手権大会で２つの銀メ

ダルを獲得され、喜友名諒選手は空手プレミアリーグで優勝、そして、平良響選手がレーシングカート世

界大会の日本代表に選出されるなど、素晴らしい市民アスリートの活躍により、活気と共感に満ちたス

ポーツのまちを盛り上げていただきました。

　スポーツコンベンションシティを推進する本市において、ＦＣ琉球に続き、琉球ゴールデンキングス

がホームタウン宣言を行いましたことは、本市が目指す１万人規模の多目的アリーナの建設に向けた大

きな後押しとなっております。

　今年は、この多目的アリーナや沖縄こどもの国の事業を加速させるとともに、山里第一地区市街地再

開発事業や安慶田市営住宅建替事業の第3期建設工事の着工、国道330号沿線における胡屋地区の

拡幅整備の事業化など、活力あふれる沖縄市の実現に向けて大きく動き出します。

　さらに、市民待望の図書館をはじめ、保育環境や教育施設の整備はもとより、待機児童の解消に向け

た取り組みを進め、未来を担うこどもたちの健やかな成長を願い、市民が安心して結婚・出産・子育てが

できるまちづくりに取り組んで参ります。そして、市民の健康づくり支援や高齢者のインフルエンザ定期

予防接種の無料化等、市民の皆様が健やかに暮らせるよう、諸施策を推進して参ります。

　新しい年を迎え、気持ちも新たに職員共々活力あふれる沖縄市、夢と希望のもてるまちづくりに取り

組んで参りますので、市民の皆様には、より一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げますと

ともに、本年も皆様のご健勝とご多幸を心より祈念申し上げ、年頭のご挨拶と致します。

平成 28 年　元旦

沖縄市長　桑江　朝千夫

夢と希望のもてる沖縄市へ
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年
に

ぎ
の
わ
ん
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
に

初
参
加
。以
降
、数
々
の
大
会
に

出
場
し
、平
成
20
年
に
北
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
で
銀

メ
ダ
ル
。平
成
26
年
に
は
仁
川
ア

ジ
ア
大
会
の
８
０
０
ｍ
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
。

１
５
０
０
ｍ
で
ア
ジ
ア
記
録
も

市
児
童
生
徒
作
文
入
賞
者
表
彰
式

▼

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
比
屋
根
Ｆ
Ｃ
の
選
手
た
ち

　
コ
ザ
し
ん
き
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で

11
月
15
日
に
第
６
回
昭
和
45
年
生

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。大
会

に
は
市
内
の
出
身
中
学
校
別（
美

里
と
宮
里
は
合
同
チ
ー
ム
）に
６

チ
ー
ム
が
出
場
し
、野
球
を
楽
し

み
な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。同
大

会
は
野
球
を
通
し
て
運
動
不
足
の

解
消
を
図
り
、同
級
生
の
連
携
・
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、家
族
ら
の
応

援
の
中
、和
気
あ
い
あ
い
と
試
合

が
行
わ
れ
、今
年
は
安
慶
田
中

チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。大
会
で
は

参
加
チ
ー
ム
か
ら
寄
付
を
集
め
、

市
内
の
中
学
校
に
贈
っ
て
お
り
、

今
回
は
創
立
20
周
年
を
迎
え
た

沖
縄
東
中
に
贈
ら
れ
た
。ま
た
、11

月
29
日
に
は
同
ス
タ
ジ
ア
ム
で
第

７
回
Ｓ
48
年
生
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
、こ
ち
ら
の
大
会
に
は
出
身

中
学
校
別
に
７
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
。優
勝
し
た
の
は
越
来
中
チ
ー

ム
で
、同
大
会
で
も
寄
付
金
が
集

め
ら
れ
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
資
金

と
し
て
市
に
寄
付
さ
れ
た
。

昭
和
45
・
48
年
生
野
球
大
会　

市
内
中
学
校
の

生
徒
23
人
が
出
場

し
た
、平
成
27
年
度 

第
24
回 

沖
縄
市
中

学
校
英
語
ス
ト
ー

リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

（
市
教
育
委
員
会
主

催
）が
11
月
25
日
に

沖
縄
市
民
小
劇
場

あ
し
び
な
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト

は
、国
際
化
の
進
展

に
対
応
す
る
た
め
、

英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

育
成
や
英
語
に
対
す
る
興
味
と
関

心
を
高
め
、表
現
力
や
発
表
力
を

培
う
と
と
も
に
、各
中
学
校
の
生

徒
や
英
語
担
当
教
諭
、外
国
語
指

導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
親
睦
と
融
和

を
図
る
こ
と
で
、英
語
教
育
の
進

展
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、

１
年
生
と
２
年
生
は
、物
語
を
覚

え
、聴
衆
の
前
で
語
る「
ス
ト
ー

リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
」、３
年
生
は
、学

校
や
家
庭
な
ど
の
日
常
生
活
で

思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
話

す「
ス
ピ
ー
チ
」が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
と
し

て
、宮
里
中
と
沖
縄
東
中
で
外
国

語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）を
務
め
る

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ホ
フ
マ
ン
氏
が
、感

謝
祭（Thanksgiving D

ay

）に
つ

い
て
の
話
を
披
露
し
た
。

　
各
生
徒
の
発
表
後
に
行
わ
れ
た

審
査
の
結
果
、最
優
秀
賞
に
は
、ス

ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
の
１
年
生

の
部
で
グ
リ
ム
童
話「
カ
エ
ル
の

王
子
様（The frog Prince

）」を

発
表
し
た
町
田 

詠
さ
ん（
安
慶
田

中
）、２
年
生
の
部
で
落
語「
ま
ん

じ
ゅ
う
こ
わ
い（I’m

 A
fraid of 

M
anju

）」を
発
表
し
た
山
城 

愛
美

さ
ん（
宮
里
中
）、ス
ピ
ー
チ
で

「
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
と
い
う
キ

ラ
ー（Stop “Shortening” Your 

Life

）」を
発
表
し
た
喜
友
名 

月
さ

ん（
宮
里
中
）が
受
賞
し
た
。

〜
専
門
委
員
会
等
の
活
動
を

通
し
て
〜
」に
つ
い
て
、各
中

学
校
が
、ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や

演
劇
、ビ
デ
オ
撮
影
し
た
映

像
な
ど
、個
性
豊
か
な
方
法

で
発
表
し
た
後
、中
学
校
ご

と
に
別
れ
て
の
討
議
や
討
議

内
容
の
発
表
と
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。最
後
に
、中
学
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
長
の

沖
縄
東
中
学
校 

森
田
果
南
さ

ん
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
交
わ
さ

れ
た
意
見
な
ど
を
取
り
ま
と

め
た
、フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
を
発

表
し
た
。

アジア大会でも健闘　３月には九州大会へ
　
比
屋
根
Ｆ
Ｃ
は
８
月
16
日

と
17
日
に
県
総
合
運
動
公
園

な
ど
で
開
催
さ
れ
た
第
35
回

新
報
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場

し
、プ
レ
ミ
ア
ブ
ロ
ッ
ク
で

優
勝
し
た
。大
会
は
小
学
４

年
生
以
下
で
競
わ
れ
る
も
の

で
、３
月
に
熊
本
で
開
催
さ

れ
る
九
州
大
会
へ
の
出
場
権

も
獲
得
し
た
。

　
比
屋
根
Ｆ
Ｃ
は
地
区
予
選

の
全
試
合
を
無
失
点
で
勝
利

し
１
位
通
過
。県
大
会
も
相

手
に
１
点
も
与
え
な
い
プ

レ
ー
で
勝
ち
進
み
、決
勝
で

宇
栄
原
Ｆ
Ｃ
と
対
戦
。
両

チ
ー
ム
譲
ら
ず
１
対
１
で
Ｐ

Ｋ
戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
末
、

３
対
１
で
接
戦
を
制
し
た
。

　
ま
た
、12
月
５
日
と
６
日
に

韓
国
の
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ

た
第
１
回
大
東
初
等
学
校
校

長
杯
・
韓
・
日
・
中
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
に
主
催
者
推
薦
で

出
場
し
た
。大
会
に
は
韓
国

と
中
国
の
全
国
大
会
優
勝

チ
ー
ム
が
出
場
す
る
な
か
、

比
屋
根
Ｆ
Ｃ
は
健
闘
し
、１

勝
２
敗
の
成
績
を
残
し
た
。

▲上与那原選手と活躍を喜ぶ関係者ら

▲同級生が集まり野球を通して親睦を深めた▲英語での発表を披露した生徒と教諭

か  

な
ん

元気ある学校づくりを考える

第24回 沖縄市中学校英語ストーリーコンテスト
中学生が英語で発表

え
い

ま
な  

み

つ
き

く
が
に 

こ
と 

ば
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▼

各
中
学
校
に
別
れ
て
討
議
す
る
生
徒
た
ち

▼
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
賞
（
小
学
生
）
と
ゆ
い
ま
ー
る
賞

（
中
学
生
）
に
選
ば
れ
た
児
童
生
徒

平成27年度 沖縄市 中学生フォーラム
　
市
内
８
中
学
校
の
生
徒
代

表
が
学
校
や
家
庭
、地
域
社

会
な
ど
、様
々
な
問
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、

生
活
を
充
実
し
向
上
さ
せ
る

た
め
の
生
徒
会
活
動
に
つ
い

て
考
え
、活
性
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
、平
成
27
年
度 

沖
縄
市 

中
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム（
市
教
育

委
員
会
主
催
）が
11
月
26
日
に

沖
縄
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、約
１
３

０
人
の
生
徒
が
参
加
し
、テ
ー

マ
の「
元
気
あ
る
学
校
づ
く
り 　

平
成
27
年
度 

沖
縄
市
児
童
生

徒
作
文
入
賞
者
表
彰
式（
沖
縄

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
主
催
）

が
11
月
26
日
に
沖
縄
市
役
所
で

開
催
さ
れ
た
。

　
式
で
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
た
小
学
生
の
小
さ
な
親
切
運

動
作
文
と
中
学
生
の
福
祉
体
験

作
文
の
中
か
ら
、最
優
秀
賞
に
あ

た
る
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
賞
と
ゆ
い

ま
ー
る
賞
に
選
ば
れ
た
、小
学
生

13
人
と
中
学
生
６
人
が
表
彰
さ

れ
、受
賞
者
を
代
表
し
て
、山
内

小
６
年
の
神
吉
奏
君
と
宮
里
中

２
年
の
山
城
愛
美
さ
ん
が
受
賞

作
を
発
表
し
た
。神
吉
君
は『
小

さ
な
親
切
』と
題
し
、困
っ
て
い

る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と

が
小
さ
な
親
切
で
、人
の
心
を
豊

か
に
す
る
大
き
な
力
を
持
っ
て

い
る
と
語
り
、山
城
さ
ん
は『「
肝

心
」〜
チ
ム
グ
ク
ル
〜
』と
題
し
、

チ
ム
グ
ク
ル
と
い
う
黄
金
言
葉

を
理
解
し
て
、当
然
の
よ
う
に
実

行
で
き
れ
ば
世
の
中
は
良
く
な

る
と
訴
え
た
。コ
ン
ク
ー
ル
に
は

小
学
生
４
５
０
点
、中
学
生
２
８

６
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

上
与
那
原
選
手
が
世
界
陸
上
で
銀
メ
ダ
ル

　
沖
縄
市
名
誉
市
民
の
上
与
那

原
寛
和
選
手
が
、カ
タ
ー
ル
の
首

都
ド
ー
ハ
で
10
月
22
日
か
ら
31
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
、障
が
い

を
持
つ
選
手
達
の
陸
上
競
技
大

会「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
陸
上
競
技
世
界
選
手

権
大
会
」で
２
個
の
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。上
与
那
原
選
手
は
Ｔ

52
ク
ラ
ス
の
３
種
目
に
出
場
し
、

10
月
26
日
の
男
子
１
５
０
０
ｍ
と

10
月
31
日
の
男
子
４
０
０
ｍ
で
２

位
に
入
賞
し
た
。１
５
０
０
ｍ
で

は
３
分
49
秒
62
の
ア
ジ
ア
新
記
録

も
樹
立
し
て
い
る
。

　
11
月
17
日
に
、沖
縄
市
役
所
の

桑
江
市
長
を
訪
ね
た
上
与
那
原

選
手
は「
支
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
み
な
さ
ん
に
、私
が
表
彰
台

を
目
指
し
て
頑
張
る
こ
と
で
、あ

き
ら
め
な
い
気
持
ち
を
伝
え
ら

れ
れ
ば
」と
話
し
、桑
江
市
長
は

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
も
確

実
視
さ
れ
て
お
り
、期
待
し
て
い

る
。市
民
の
期
待
を
一
身
に
受

け
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
と
思

う
が
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て

欲
し
い
」と
激
励
し
た
。

　
今
大
会
の
各
種
目
で
２
位
以

内
に
入
賞
し
た
選
手
は
、日
本
陸

上
競
技
連
盟
よ
り
来
年
９
月
に

ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
で
開
催
さ
れ
る
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
が
推
薦
さ
れ
、

国
際
陸
上
競
技
連
盟
に
認
定
さ

れ
る
こ
と
で
出
場
が
確
定
す
る
。

　
上
与
那
原
選
手
は
平
成
12
年

に
、交
通
事
故
で
四
肢
麻
痺
と
な

り
、知
人
の
勧
め
で
平
成
15
年
に

ぎ
の
わ
ん
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
に

初
参
加
。以
降
、数
々
の
大
会
に

出
場
し
、平
成
20
年
に
北
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
で
銀

メ
ダ
ル
。平
成
26
年
に
は
仁
川
ア

ジ
ア
大
会
の
８
０
０
ｍ
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
。

１
５
０
０
ｍ
で
ア
ジ
ア
記
録
も

市
児
童
生
徒
作
文
入
賞
者
表
彰
式

▼

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
比
屋
根
Ｆ
Ｃ
の
選
手
た
ち

　
コ
ザ
し
ん
き
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で

11
月
15
日
に
第
６
回
昭
和
45
年
生

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。大
会

に
は
市
内
の
出
身
中
学
校
別（
美

里
と
宮
里
は
合
同
チ
ー
ム
）に
６

チ
ー
ム
が
出
場
し
、野
球
を
楽
し

み
な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。同
大

会
は
野
球
を
通
し
て
運
動
不
足
の

解
消
を
図
り
、同
級
生
の
連
携
・
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、家
族
ら
の
応

援
の
中
、和
気
あ
い
あ
い
と
試
合

が
行
わ
れ
、今
年
は
安
慶
田
中

チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。大
会
で
は

参
加
チ
ー
ム
か
ら
寄
付
を
集
め
、

市
内
の
中
学
校
に
贈
っ
て
お
り
、

今
回
は
創
立
20
周
年
を
迎
え
た

沖
縄
東
中
に
贈
ら
れ
た
。ま
た
、11

月
29
日
に
は
同
ス
タ
ジ
ア
ム
で
第

７
回
Ｓ
48
年
生
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
、こ
ち
ら
の
大
会
に
は
出
身

中
学
校
別
に
７
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
。優
勝
し
た
の
は
越
来
中
チ
ー

ム
で
、同
大
会
で
も
寄
付
金
が
集

め
ら
れ
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
資
金

と
し
て
市
に
寄
付
さ
れ
た
。

昭
和
45
・
48
年
生
野
球
大
会　

市
内
中
学
校
の

生
徒
23
人
が
出
場

し
た
、平
成
27
年
度 

第
24
回 

沖
縄
市
中

学
校
英
語
ス
ト
ー

リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

（
市
教
育
委
員
会
主

催
）が
11
月
25
日
に

沖
縄
市
民
小
劇
場

あ
し
び
な
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト

は
、国
際
化
の
進
展

に
対
応
す
る
た
め
、

英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

育
成
や
英
語
に
対
す
る
興
味
と
関

心
を
高
め
、表
現
力
や
発
表
力
を

培
う
と
と
も
に
、各
中
学
校
の
生

徒
や
英
語
担
当
教
諭
、外
国
語
指

導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
親
睦
と
融
和

を
図
る
こ
と
で
、英
語
教
育
の
進

展
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、

１
年
生
と
２
年
生
は
、物
語
を
覚

え
、聴
衆
の
前
で
語
る「
ス
ト
ー

リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
」、３
年
生
は
、学

校
や
家
庭
な
ど
の
日
常
生
活
で

思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
話

す「
ス
ピ
ー
チ
」が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
と
し

て
、宮
里
中
と
沖
縄
東
中
で
外
国

語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）を
務
め
る

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ホ
フ
マ
ン
氏
が
、感

謝
祭（Thanksgiving D

ay

）に
つ

い
て
の
話
を
披
露
し
た
。

　
各
生
徒
の
発
表
後
に
行
わ
れ
た

審
査
の
結
果
、最
優
秀
賞
に
は
、ス

ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
の
１
年
生

の
部
で
グ
リ
ム
童
話「
カ
エ
ル
の

王
子
様（The frog Prince

）」を

発
表
し
た
町
田 

詠
さ
ん（
安
慶
田

中
）、２
年
生
の
部
で
落
語「
ま
ん

じ
ゅ
う
こ
わ
い（I’m

 A
fraid of 

M
anju

）」を
発
表
し
た
山
城 

愛
美

さ
ん（
宮
里
中
）、ス
ピ
ー
チ
で

「
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
と
い
う
キ

ラ
ー（Stop “Shortening” Your 

Life

）」を
発
表
し
た
喜
友
名 

月
さ

ん（
宮
里
中
）が
受
賞
し
た
。

〜
専
門
委
員
会
等
の
活
動
を

通
し
て
〜
」に
つ
い
て
、各
中

学
校
が
、ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や

演
劇
、ビ
デ
オ
撮
影
し
た
映

像
な
ど
、個
性
豊
か
な
方
法

で
発
表
し
た
後
、中
学
校
ご

と
に
別
れ
て
の
討
議
や
討
議

内
容
の
発
表
と
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。最
後
に
、中
学
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
長
の

沖
縄
東
中
学
校 

森
田
果
南
さ

ん
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
交
わ
さ

れ
た
意
見
な
ど
を
取
り
ま
と

め
た
、フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
を
発

表
し
た
。

アジア大会でも健闘　３月には九州大会へ
　
比
屋
根
Ｆ
Ｃ
は
８
月
16
日

と
17
日
に
県
総
合
運
動
公
園

な
ど
で
開
催
さ
れ
た
第
35
回

新
報
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場

し
、プ
レ
ミ
ア
ブ
ロ
ッ
ク
で

優
勝
し
た
。大
会
は
小
学
４

年
生
以
下
で
競
わ
れ
る
も
の

で
、３
月
に
熊
本
で
開
催
さ

れ
る
九
州
大
会
へ
の
出
場
権

も
獲
得
し
た
。

　
比
屋
根
Ｆ
Ｃ
は
地
区
予
選

の
全
試
合
を
無
失
点
で
勝
利

し
１
位
通
過
。県
大
会
も
相

手
に
１
点
も
与
え
な
い
プ

レ
ー
で
勝
ち
進
み
、決
勝
で

宇
栄
原
Ｆ
Ｃ
と
対
戦
。
両

チ
ー
ム
譲
ら
ず
１
対
１
で
Ｐ

Ｋ
戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
末
、

３
対
１
で
接
戦
を
制
し
た
。

　
ま
た
、12
月
５
日
と
６
日
に

韓
国
の
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ

た
第
１
回
大
東
初
等
学
校
校

長
杯
・
韓
・
日
・
中
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
に
主
催
者
推
薦
で

出
場
し
た
。大
会
に
は
韓
国

と
中
国
の
全
国
大
会
優
勝

チ
ー
ム
が
出
場
す
る
な
か
、

比
屋
根
Ｆ
Ｃ
は
健
闘
し
、１

勝
２
敗
の
成
績
を
残
し
た
。

▲上与那原選手と活躍を喜ぶ関係者ら

▲同級生が集まり野球を通して親睦を深めた▲英語での発表を披露した生徒と教諭

か  

な
ん

元気ある学校づくりを考える

第24回 沖縄市中学校英語ストーリーコンテスト
中学生が英語で発表

え
い

ま
な  

み

つ
き

く
が
に 
こ
と 

ば
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沖
縄
市
の
優
れ
た
商
品
を
公
募
し
、商
品
開
発
や
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の
専
門
家
が
審
査
し
て
、沖
縄
市
の
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
す
る
Ｋ
Ｏ
Ｚ
Ａ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ

（
コ
ザ 

ス
タ
ー
）に
、２
商
品
が
加
わ
っ
た
。

　
新
た
に
認
定
さ
れ
た
商
品
は
、合
名
会
社 

新
里
酒
造

（
代
表
社
員
　
新
里
修
一
）の「
沖
縄
泡
盛
ケ
ー
キ
」と
農

業
生
産
法
人 

株
式
会
社 

小
浜
養
蜂
場（
代
表
取
締
役
　

小
浜
美
佐
子
）の「
女
王
蜂
入
り
純
国
産
蜂
の
子
」。今
回

認
定
さ
れ
た
商
品
を
含
め
、Ｋ
Ｏ
Ｚ
Ａ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
認
定

商
品
は
10
品
と
な
っ
た
。

▶
泡
盛
の
風
味
が
活
か
さ
れ
た
沖
縄
泡
盛
ケ
ー
キ

▶
純
国
産
品
の
女
王
蜂
入
り
純
国
産
蜂
の
子

沖縄市地域ブランド

ＫＯＺＡ Ｓｔａｒ
新たに２商品を認定

Ｋ
Ｏ
Ｚ
Ａ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
に

関
す
る
問
い
合
せ

◯
一
般
社
団
法
人

　
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会

　
住
所
：
沖
縄
市
上
地
１‐

１‐

１

　
☎
：
９
８
９‐

５
５
６
６

◯
商
工
振
興
課 

工
業
係

　
☎
：
９
３
９‐

１
２
１
２

　
　
　
　
　
　（
内
線
３
２
２
２
）

□
沖
縄
泡
盛
ケ
ー
キ

　
合
名
会
社 

新
里
酒
造

　
　
☎
：
９
３
９‐

５
０
５
０

□
女
王
蜂
入
り
純
国
産
蜂
の
子

　
農
業
生
産
法
人 

株
式
会
社 

小
浜
養
蜂
場

　
　
☎
：
９
３
８‐

４
１
８
３

平
成
27
年
度 

Ｋ
Ｏ
Ｚ
Ａ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ 

認
定
商
品

B.Cスタンダードソースコーヒースピリッツ8cm パイプスピーカー
10Ｗ×2 溶接アンプ

　
第
22
回 

沖
縄
市
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
12
月
６
日
に
沖
縄

市
体
育
館
、多
目
的
運
動
場
、武
道

館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
体
育
館
の
舞
台
で
は
、美
里
小

金
管
バ
ン
ド
部
の
演
奏
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
、中
央
公
民
館

サ
ー
ク
ル
を
は
じ
め
市
内
の
団
体

が
民
謡
や
古
典
音
楽
、ダ
ン
ス
、武

術
な
ど
を
披
露
し
た
。会
場
に
は

約
30
の
体
験
、展
示
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ

プ
、プ
ラ
モ
デ
ル
、竹
と
ん
ぼ
な
ど

の
物
作
り
コ
ー
ナ
ー
や
エ
イ

サ
ー
、茶
道
、エ
ス
テ
、ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
、火
お
こ
し
、将
棋
、囲
碁
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
た
ほ

か
、沖
縄
民
謡
講
習
会
も
開
か
れ

た
。ま
た
、沖
縄
こ
ど
も
の
国
の
ふ

れ
あ
い
ミ
ニ
動
物
園
や
移
動
図
書

館
ち
え
ぞ
う
君
も
出
展
し
、会
場

に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

沖
縄
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▲熱した釘を叩いてのばしてペーパーナイフに ▲家族でニュースポーツ体験

▲中学生の実験ショー

　
沖
縄
市
中
央
公
民

館
で
開
催
し
た
講
座

や
、地
域
の
公
民
館

で
行
わ
れ
た
自
治
公

民
館
講
座
、中
央
公

民
館
に
登
録
し
て
い

る
68
サ
ー
ク
ル
の
１

年
間
の
活
動
成
果
を

紹
介
し
よ
う
と
、12

月
12
日
か
ら
17
日
ま

で
の
間
、市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー
で
、

第
22
回
沖
縄
市
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル 

沖
縄
市
立
中
央

公
民
館
事
業･

サ
ー

ク
ル
展
示
発
表
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
会
場
で
は
、中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
ル
ペ

ン
字
や
薬
膳
料
理
、中
国
語
な

ど
の
様
々
な
講
座
や
、市
立
幼

稚
園
で
行
わ
れ
た
家
庭
教
育
学

級
の
昔
あ
そ
び
や
親
子
締
太
鼓

作
り
、市
内
37
自
治
会
で
開
催
さ

れ
た
カ
ラ
オ
ケ
、ク
ラ
フ
ト
小

物
作
り
、島
ぞ
う
り
カ
ー
ビ
ン

グ
講
座
な
ど
の
様
子
が
写
真
や

パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

俳
句
や
水
彩
画
、書
道
、菊
作
品

が
展
示
さ
れ
、活
動
内
容
を
Ｐ

Ｒ
し
、生
涯
学
習
の
普
及
を
促

進
し
た
。

　
展
示
会
を
訪
れ
た
市
民
は
、

数
多
く
の
講
座
や
サ
ー
ク
ル
の

様
子
を
展
示
物
で
見
な
が
ら
資

料
を
手
に
取
る
な
ど
し
て
、興

味
を
寄
せ
て
い
た
。

68のサークルが作品展示
沖縄市立中央公民館事業･サークル展示発表会

▲迫力ある作品を展示

▲興味のある活動内容のパネルを見る様子

▲市民踊学習団体連絡協議会の踊り ▲どこに置けばいいの？（囲碁体験） ▲こども達のエイサー体験

合
名
会
社 

新
里
酒
造

市
字
古
謝
８
６
４

－

１

☎
０
１
２
０

－

４
１
３

－

１
６
６

問
い
合
わ
せ
先

知
名
御
多
出
横

コ
ザ
工
場:

市
中
央
３

－

13

－

11

☎
９
３
３

－

２
５
５
１

（
那
覇
店：８
６
２

－

６
２
２
２
）

問
い
合
わ
せ
先

合
名
会
社 

ビ
ー
シ
ー
商
事

市
上
地
４

－

１

－

51

☎
９
３
３

－

２
５
５
１

問
い
合
わ
せ
先

KOZAのKISEKI黄金金楚餻（くがにちんすこう）ヘルメットバッグ&
バゲッジタグ

株
式
会
社
プ
ラ
ザ
ハ
ウ
ス

市
久
保
田
３

－

１

－

12

☎
９
３
２

－

４
４
８
０

問
い
合
わ
せ
先

沖
縄 K’z 

ダ
イ
ニ
ン
グ

株
式
会
社 

市
高
原
６

－

15

－

３

☎
９
３
２

－

５
８
８
８

問
い
合
わ
せ
先

の
ぼ
り
や
製
菓
有
限
会
社

市
上
地
１

－

11

－

１ 

１
階

☎
９
３
２

－

７
８
９
５

問
い
合
わ
せ
先

沖縄薬膳 華みそOK ステーキソース

有
限
会
社
タ
イ
ガ
ー
エ
ン
ブ

市
中
央
４

－

10

－

３

☎
９
３
７

－

８
２
３
４

問
い
合
わ
せ
先

沖
縄
薬
膳
み
そ
株
式
会
社

市
美
里
４

－

11

－

18

☎
９
７
９

－

６
６
１
１

問
い
合
わ
せ
先
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と
し
て
認
定
す
る
Ｋ
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Ｚ
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Ｓ
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（
コ
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ス
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）に
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商
品
が
加
わ
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た
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に
認
定
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れ
た
商
品
は
、合
名
会
社 

新
里
酒
造

（
代
表
社
員
　
新
里
修
一
）の「
沖
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泡
盛
ケ
ー
キ
」と
農

業
生
産
法
人 

株
式
会
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小
浜
養
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場（
代
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取
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小
浜
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の
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認
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め
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定
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は
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と
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▶
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▶
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一
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社
団
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光
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振
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協
会
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所
：
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縄
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上
地
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８
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５
５
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６

◯
商
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工
業
係
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１
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２
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内
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２
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２
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蜂
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８
３
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Ｚ
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Ｓ
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認
定
商
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沖
縄
市
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涯
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フ
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が
12
月
６
日
に
沖
縄

市
体
育
館
、多
目
的
運
動
場
、武
道

館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
体
育
館
の
舞
台
で
は
、美
里
小

金
管
バ
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ド
部
の
演
奏
が
オ
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プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
、中
央
公
民
館

サ
ー
ク
ル
を
は
じ
め
市
内
の
団
体

が
民
謡
や
古
典
音
楽
、ダ
ン
ス
、武

術
な
ど
を
披
露
し
た
。会
場
に
は

約
30
の
体
験
、展
示
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
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ッ

プ
、プ
ラ
モ
デ
ル
、竹
と
ん
ぼ
な
ど

の
物
作
り
コ
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ナ
ー
や
エ
イ

サ
ー
、茶
道
、エ
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テ
、ロ
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プ
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ー
ク
、火
お
こ
し
、将
棋
、囲
碁
、

ニ
ュ
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ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
た
ほ

か
、沖
縄
民
謡
講
習
会
も
開
か
れ

た
。ま
た
、沖
縄
こ
ど
も
の
国
の
ふ

れ
あ
い
ミ
ニ
動
物
園
や
移
動
図
書

館
ち
え
ぞ
う
君
も
出
展
し
、会
場

に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

沖
縄
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▲熱した釘を叩いてのばしてペーパーナイフに ▲家族でニュースポーツ体験

▲中学生の実験ショー

　
沖
縄
市
中
央
公
民

館
で
開
催
し
た
講
座

や
、地
域
の
公
民
館

で
行
わ
れ
た
自
治
公

民
館
講
座
、中
央
公

民
館
に
登
録
し
て
い

る
68
サ
ー
ク
ル
の
１

年
間
の
活
動
成
果
を

紹
介
し
よ
う
と
、12

月
12
日
か
ら
17
日
ま

で
の
間
、市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー
で
、

第
22
回
沖
縄
市
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル 

沖
縄
市
立
中
央

公
民
館
事
業･

サ
ー

ク
ル
展
示
発
表
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
会
場
で
は
、中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
ル
ペ

ン
字
や
薬
膳
料
理
、中
国
語
な

ど
の
様
々
な
講
座
や
、市
立
幼

稚
園
で
行
わ
れ
た
家
庭
教
育
学

級
の
昔
あ
そ
び
や
親
子
締
太
鼓

作
り
、市
内
37
自
治
会
で
開
催
さ

れ
た
カ
ラ
オ
ケ
、ク
ラ
フ
ト
小

物
作
り
、島
ぞ
う
り
カ
ー
ビ
ン

グ
講
座
な
ど
の
様
子
が
写
真
や

パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

俳
句
や
水
彩
画
、書
道
、菊
作
品

が
展
示
さ
れ
、活
動
内
容
を
Ｐ

Ｒ
し
、生
涯
学
習
の
普
及
を
促

進
し
た
。

　
展
示
会
を
訪
れ
た
市
民
は
、

数
多
く
の
講
座
や
サ
ー
ク
ル
の

様
子
を
展
示
物
で
見
な
が
ら
資

料
を
手
に
取
る
な
ど
し
て
、興

味
を
寄
せ
て
い
た
。

68のサークルが作品展示
沖縄市立中央公民館事業･サークル展示発表会

▲迫力ある作品を展示

▲興味のある活動内容のパネルを見る様子

▲市民踊学習団体連絡協議会の踊り ▲どこに置けばいいの？（囲碁体験） ▲こども達のエイサー体験

合
名
会
社 

新
里
酒
造

市
字
古
謝
８
６
４

－

１

☎
０
１
２
０

－

４
１
３

－

１
６
６

問
い
合
わ
せ
先

知
名
御
多
出
横

コ
ザ
工
場:

市
中
央
３

－

13

－

11

☎
９
３
３

－

２
５
５
１

（
那
覇
店：８
６
２

－

６
２
２
２
）

問
い
合
わ
せ
先

合
名
会
社 

ビ
ー
シ
ー
商
事

市
上
地
４
－
１

－

51

☎
９
３
３

－

２
５
５
１

問
い
合
わ
せ
先

KOZAのKISEKI黄金金楚餻（くがにちんすこう）ヘルメットバッグ&
バゲッジタグ

株
式
会
社
プ
ラ
ザ
ハ
ウ
ス

市
久
保
田
３

－

１

－

12

☎
９
３
２

－

４
４
８
０

問
い
合
わ
せ
先

沖
縄 K’z 

ダ
イ
ニ
ン
グ

株
式
会
社 

市
高
原
６

－

15

－

３

☎
９
３
２

－

５
８
８
８

問
い
合
わ
せ
先

の
ぼ
り
や
製
菓
有
限
会
社

市
上
地
１

－

11

－

１ 

１
階

☎
９
３
２

－

７
８
９
５

問
い
合
わ
せ
先

沖縄薬膳 華みそOK ステーキソース

有
限
会
社
タ
イ
ガ
ー
エ
ン
ブ

市
中
央
４

－

10

－

３

☎
９
３
７

－

８
２
３
４

問
い
合
わ
せ
先

沖
縄
薬
膳
み
そ
株
式
会
社

市
美
里
４

－

11

－

18

☎
９
７
９

－

６
６
１
１

問
い
合
わ
せ
先
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KOZA CHOICE!

KOZA CHOICE!

月
今
の

　
今
回
の【KOZA CHO

ICE!（
コ
ザ
チ
ョ
イ
ス
）】は
、

コ
ッ
コ
ロ
コ
ハ
ウ
ス
の「
チ
キ
ン
の
丸
焼
き
」を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
沖
縄
市
大
里
の
国
道
３
２
９
号
沿
い
に
あ
る「
コ
ッ

コ
ロ
ッ
コ
ハ
ウ
ス
」は
、チ
キ
ン
の
丸
焼
き
が
有
名
な

老
舗
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。国
産
若
鶏
に
、

ニ
ン
ニ
ク
や
ス
パ
イ
ス
を
た
っ
ぷ
り
詰
め
込
み
、じ
っ

く
り
２
時
間
焼
い
た
チ
キ
ン
の
丸
焼
き
は
、旨
味
が
濃

縮
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、余
分
な
脂
を
落
と
し
な
が
ら

焼
く
の
で
、ヘ
ル
シ
ー
と
評
判
で
す
。こ
ん
が
り
焼
け

た
チ
キ
ン
は
、表
面
は
パ
リ
パ
リ
、中
は
ジ
ュ
ー
シ
ー

で
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点
。各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ
イ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
も
最
適
で
す
。南
米
の
調
理
法
を
ベ
ー

ス
に
ア
レ
ン
ジ
を
重
ね
、泡
盛
や
塩
な
ど
の
県
産
品
も

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、現
在
の
味
に
た
ど
り
つ
い
た
そ

う
で
す
。

　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
人
気
で
、レ
ス
ト
ラ
ン
入
り
口
の

隣
に
あ
る
窓
口
か
ら
購
入
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、ガ
ー
リ
ッ
ク
た
っ
ぷ
り
の
チ
キ
ン
を
豪
快
に

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
沖
縄
そ
ば
は
、チ
キ
ン
の
だ
し
が
効

い
て
い
て
イ

ン
パ
ク
ト
が

あ
り
、や
み
つ

き
に
な
る
逸

品
で
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

何
か
と
物
入
り
な
こ
の
時
期
、
お
買
い
物
の
機
会

も
増
え
ま
す
ね
。
昨
今
で
は
、
ス
ー
パ
ー
や
大
型

店
舗
で
買
い
物
す
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

か
つ
て
は
商
店
街
が
主
流
で
し
た
。

　
復
帰
前
、
旧
コ
ザ
市
域
に
は
胡
屋
商
店
街
、
コ

ザ
十
字
路
商
店
街
、
諸
見
商
店
街
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
商
店
街
に
は
、
地
元
は
も
と
よ
り
美
里
・

具
志
川
・
北
中
城
な
ど
近
隣
市
町
村
か
ら
も
買
い

物
客
が
訪
れ
、
米
兵
向
け
の
ゲ
ー
ト
通
り
、
セ
ン

タ
ー
通
り
な
ど
と
あ
わ
せ
て
中
部
地
域
の
中
心
的

な
商
業
地
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
商
業
地
の
景
観
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い

き
、
中
で
も
一
番
街
に
は
１
９
７
５
（
昭
和
50
）

年
に
県
内
初
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
通
り
は
１
９
８
５（
昭
和
60
）年
、

そ
れ
ま
で
の
対
面
通
行
か
ら
片
側
一
車
線
へ
と
切

り
替
わ
り
、
歩
道
を
広
げ
白
を
基
調
と
し
た
買
物

公
園
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
名
前

も
中
央
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
と
な
り
、
一
時
は
那

覇
を
も
し
の
ぐ
と
言
わ
れ
る
程
の
勢
い
が
あ
っ
た

と
言
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
ア
ー
ケ
ー
ド
落
成
か
ら
40
年
、
中
央

パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
整
備
か
ら
30
年
に
な
り
ま

す
。
節
目
の
年
に
、
沖
縄
市
の
商
業
の
歴
史
と
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
名
嘉
知
恵
理
さ
ん
は
、琉
球
大
学
へ

進
学
し
、臨
床
心
理
学
を
学
ん
だ
。卒

業
後
、医
療
機
関
や
市
社
会
福
祉
協
議

会
、中
部
福
祉
保
健
所
に
勤
務
し
、平

成
16
年
に
は
、沖
縄
県
Ｄ
Ｖ
加
害
者
対

策
事
業
の
研
究
員
に
就
任
し
、平
成
19

年
か
ら
は
、沖
縄
県
更
生
保
護
会(

現

が
じ
ゅ
ま
る
沖
縄)

に
Ｄ
Ｖ
加
害
者
更

生
相
談
室
が
設
置
さ
れ
、研
究
員
と
し

て
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
名
嘉
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
に
研
究
員

と
し
て
、Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス)

問
題
に
関
す
る
県
民
へ

の
意
識
調
査
や
被
害
者
、加
害
者
、関

係
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、Ｄ
Ｖ

加
害
者
へ
の
更
生
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
テ
キ
ス
ト
作
成
、国
内
外
の
Ｄ
Ｖ
対

策
に
関
す
る
調
査
研
究
に
取
り
組
ん

だ
。現
在
は
、沖
縄
県
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策

事
業（
旧
加
害
者
対
策
事
業
）と
し
て
、

Ｄ
Ｖ
加
害
者
の
更
生
相
談
業
務
を
行

い
な
が
ら
、各
関
係
機
関
の
職
員
や
教

職
員
な
ど
へ
の
研
修
会
、学
生
向
け
の

予
防
啓
発
講
座
な
ど
の
講
師
を
務
め

て
い
る
。講
演
内
容
は
、主
に
Ｄ
Ｖ
や

児
童
虐
待
、い
じ
め
、性
暴
力
な
ど
で
、

こ
れ
ま
で
に
約
９
万
人
の
方
々
が
受

講
し
て
い
る
。

　
名
嘉
さ
ん
が
従
事
し
て
い
る
更
生

保
護
法
人『
が
じ
ゅ
ま
る
沖
縄
』で

は
、毎
週
水
曜
日
の
夕
方
か
ら
、主
に

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す

る
相
談
を
受
け
て
お
り
、そ
れ
以
外

の
相
談
も
併
せ
る
と
、年
間
２
千
件

以
上
の
相
談
が
あ
る
。ま
た
、沖
縄
県

は
加
害
者
対
策
に
つ
い
て
、先
進
地

で
あ
る
た
め
、県
外
か
ら
の
相
談
も

あ
る
そ
う
だ
。

　
名
嘉
さ
ん
が
被
害
者
支
援
か
ら
、加

害
者
対
策
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、過
去
に
支
援
を
し
て
い
た
被

害
者
の
方
々
か
ら｢

加
害
者
が
変
わ
ら

な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い｣

「
加
害
者

対
策
を
す
る
人
が
も
っ
と
増
え
れ
ば
、

被
害
者
の
た
め
に
な
る｣

と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。実
際
に
、名
嘉
さ

ん
が
従
事
し
て
い
る
業
務
は
非
常
に

深
刻
で
、継
続
的
な
関
わ
り
を
必
要
と

す
る
内
容
が
ほ
と
ん
ど
だ
。名
嘉
さ
ん

に
仕
事
に
対
す
る
原
動
力
に
つ
い
て

質
問
を
す
る
と「
加
害
者
対
策
を
行
う

仕
事
は
大
変
だ
が
、関
わ
っ
た
人
が
、

徐
々
に
良
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く

の
が
励
み
で
す
。ま
た
、相
談
業
務
の

合
間
、学
校
で
講
演
を
行
い
、生
徒
た

ち
と
向
き
合
っ
て
話
す
こ
と
に
、や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
の
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

　
名
嘉
さ
ん
は「
暴
力
で
、人
が
傷
つ

い
た
り
悲
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
な

い
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、一

人
ひ
と
り
が
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
、い

じ
め
な
ど
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大

事
で
す
。ま
た
、学
生
時
の
友
達
や
、

最
初
に
就
職
し
た
職
場
の
上
司
や
同

僚
な
ど
、人
生
の
様
々
な
場
面
で
、初

め
て
出
会
う
人
が
、人
間
関
係
の
中

で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
人

物
な
の
で
、普
段
か
ら
人
を
想
い
や

り
、あ
な
た
に
出
会
っ
て
良
か
っ
た

と
想
わ
れ
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で

す
」と
語
っ
て
い
る
。

　
高
原
自
治
会（
島
田
セ
ツ
子
会
長
）

は
、旗
ス
ガ
シ
ー
や
菊
酒
な
ど
の
御

願
行
事
、公
民
館
祭
り
、納
涼
ま
つ

り
、慰
霊
祭
、綱
引
き
・
角
力
大
会
、ス

ポ
レ
ク
大
会
、花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
行
事
が
多
く
、地
域
住

民
も
協
力
的
だ
。昨
年
か
ら
は
、こ
ど

も
会
が
活
動
を
再
開
し
て
お
り
、こ

ど
も
達
の
学
習
支
援
と
居
場
所
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。島
田
会

長
は「
こ
ど
も
達
と
真
剣
に
向
き
合

い
、継
続
し
て
い
け
る
体
制
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
る
。

　
高
原
は
公
共
施
設
や
商
業
施
設
が

充
実
し
て
お
り
、人
口
も
増
え
て
き

て
い
る
一
方
で
、島
田
会
長
は
地
域

の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
、区
民
を
結
び

付
け
よ
う
と
、自
治
会
の
加
入
を
呼

び
か
け
て
い
る
。ま
た
、保
安
灯
の
増

設
や
自
治
会
で
こ
ど
も
達
の
習
い
事

教
室
の
開
催
も
計
画
し
て
お
り「
老

人
会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
に
支
え
ら

れ
活
動
し
て
い
る
。地
域
の
伝
統
を

守
り
な
が
ら
、住
み
よ
い
街
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
７

－

３
６
６
８

今月の人284

コ

イ
ス 

19

出
会
い
に
よ
っ
て
人
は
変
わ
る

名
嘉 

知
恵
理
さ
ん

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
相
談
窓
口
や

支
援
体
制
は
、
各
自
治
体
な
ど
で

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
加
害
者
更

生
に
対
し
て
の
相
談
窓
口
は
少
な

く
、
そ
の
１
つ
が
、
更
生
保
護
法

人
『
が
じ
ゅ
ま
る
沖
縄
』
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
、
が
じ
ゅ
ま
る
沖
縄
の

Ｄ
Ｖ
加
害
者
更
生
相
談
室
研
究
員

の
名
嘉
知
恵
理
さ
ん
に
日
々
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。 （40）

所在地：沖縄市大里 2-29-14
営業時間：午前11時30分～午後９時30分
定休日：火曜日
問合せ：098-937-9326

商品名：チキンの丸焼き
事業所名：コッコロコハウス
職　種：飲食業
代表者：名嘉 哲也

10沖縄市自治会紹介

▲

公
民
館
ま
つ
り
で
踊
り
を
披
露
す
る
老
人
ク
ラ
ブ

▲

大
人
も
こ
ど
も
も
力
い
っ
ぱ
い
綱
を
引
き
あ
っ
た

　綱
引
き
・
角
力
大
会

高
原
自
治
会

伝
統
を
守
り
、
住
み
よ
い
街
に

　
胡
屋
自
治
会（
大
城
信
男
会
長
）は

サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
で
、大
正
琴
、囲

碁
、健
康
体
操
、操
体
法
な
ど
の
サ
ー

ク
ル
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。健
康

体
操
は
体
が
鍛
え
ら
れ
て
体
調
も
良

く
な
る
と
メ
ン
バ
ー
か
ら
好
評
で
、操

体
法
も
無
理
の
な
い
運
動
で
健
康
づ

く
り
が
で
き
る
と
人
気
が
あ
る
。囲
碁

サ
ー
ク
ル
に
は
囲
碁
好
き
が
集
ま
り
、

年
に
大
会
を
４
回
も
開
催
し
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
、青
年
会
も
協

力
し
あ
っ
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る

ほ
か
、地
域
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、小

学
校
と
も
交
流
が
あ
り
、毎
年
、こ
ど

も
達
が
公
民
館
見
学
に
訪
れ
る
。

　
今
後
は
防
災
に
も
力
を
入
れ
て
い

く
予
定
で
、大
城
会
長
は
区
民
で
防

災
を
学
び
、地
域
の
調
査
も
進
め
よ

う
と
考
え
て
お
り
、負
傷
者
に
対
す

る
応
急
処
置
訓
練
や
、災
害
時
に
水

を
確
保
す
る
た
め
の
井
戸
の
確
認
、

独
居
高
齢
者
の
把
握
、倒
壊
の
お
そ

れ
の
あ
る
建
物
の
調
査
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。大
城
会
長
は「
サ
ー
ク
ル

活
動
で
区
民
が
楽
し
め
る
地
域
を
作

り
、防
災
活
動
で
区
民
の
安
全
を
守
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
３

－

５
０
９
０

胡
屋
自
治
会

楽
し
く
安
全
な
地
域
づ
く
り

ち

え

り

■ 市史編集担当／
　 TEL： 929-4128（直通）
■ ヒストリート、ヒストリートⅡ／
　 TEL：929-2922

1969（昭和 44）年頃の
対面通行のセンター通り

更生保護法人『がじゅまる沖縄』
ＤＶ加害者更生相談室
(098-884-1018/毎週水曜日17:00～21:00)
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KOZA CHOICE!

KOZA CHOICE!

月
今
の

　
今
回
の【KOZA CHO

ICE!（
コ
ザ
チ
ョ
イ
ス
）】は
、

コ
ッ
コ
ロ
コ
ハ
ウ
ス
の「
チ
キ
ン
の
丸
焼
き
」を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
沖
縄
市
大
里
の
国
道
３
２
９
号
沿
い
に
あ
る「
コ
ッ

コ
ロ
ッ
コ
ハ
ウ
ス
」は
、チ
キ
ン
の
丸
焼
き
が
有
名
な

老
舗
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。国
産
若
鶏
に
、

ニ
ン
ニ
ク
や
ス
パ
イ
ス
を
た
っ
ぷ
り
詰
め
込
み
、じ
っ

く
り
２
時
間
焼
い
た
チ
キ
ン
の
丸
焼
き
は
、旨
味
が
濃

縮
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、余
分
な
脂
を
落
と
し
な
が
ら

焼
く
の
で
、ヘ
ル
シ
ー
と
評
判
で
す
。こ
ん
が
り
焼
け

た
チ
キ
ン
は
、表
面
は
パ
リ
パ
リ
、中
は
ジ
ュ
ー
シ
ー

で
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点
。各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ
イ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
も
最
適
で
す
。南
米
の
調
理
法
を
ベ
ー

ス
に
ア
レ
ン
ジ
を
重
ね
、泡
盛
や
塩
な
ど
の
県
産
品
も

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、現
在
の
味
に
た
ど
り
つ
い
た
そ

う
で
す
。

　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
人
気
で
、レ
ス
ト
ラ
ン
入
り
口
の

隣
に
あ
る
窓
口
か
ら
購
入
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、ガ
ー
リ
ッ
ク
た
っ
ぷ
り
の
チ
キ
ン
を
豪
快
に

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
沖
縄
そ
ば
は
、チ
キ
ン
の
だ
し
が
効

い
て
い
て
イ

ン
パ
ク
ト
が

あ
り
、や
み
つ

き
に
な
る
逸

品
で
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

何
か
と
物
入
り
な
こ
の
時
期
、
お
買
い
物
の
機
会

も
増
え
ま
す
ね
。
昨
今
で
は
、
ス
ー
パ
ー
や
大
型

店
舗
で
買
い
物
す
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

か
つ
て
は
商
店
街
が
主
流
で
し
た
。

　
復
帰
前
、
旧
コ
ザ
市
域
に
は
胡
屋
商
店
街
、
コ

ザ
十
字
路
商
店
街
、
諸
見
商
店
街
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
商
店
街
に
は
、
地
元
は
も
と
よ
り
美
里
・

具
志
川
・
北
中
城
な
ど
近
隣
市
町
村
か
ら
も
買
い

物
客
が
訪
れ
、
米
兵
向
け
の
ゲ
ー
ト
通
り
、
セ
ン

タ
ー
通
り
な
ど
と
あ
わ
せ
て
中
部
地
域
の
中
心
的

な
商
業
地
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
商
業
地
の
景
観
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い

き
、
中
で
も
一
番
街
に
は
１
９
７
５
（
昭
和
50
）

年
に
県
内
初
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
通
り
は
１
９
８
５（
昭
和
60
）年
、

そ
れ
ま
で
の
対
面
通
行
か
ら
片
側
一
車
線
へ
と
切

り
替
わ
り
、
歩
道
を
広
げ
白
を
基
調
と
し
た
買
物

公
園
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
名
前

も
中
央
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
と
な
り
、
一
時
は
那

覇
を
も
し
の
ぐ
と
言
わ
れ
る
程
の
勢
い
が
あ
っ
た

と
言
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
ア
ー
ケ
ー
ド
落
成
か
ら
40
年
、
中
央

パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
整
備
か
ら
30
年
に
な
り
ま

す
。
節
目
の
年
に
、
沖
縄
市
の
商
業
の
歴
史
と
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
名
嘉
知
恵
理
さ
ん
は
、琉
球
大
学
へ

進
学
し
、臨
床
心
理
学
を
学
ん
だ
。卒

業
後
、医
療
機
関
や
市
社
会
福
祉
協
議

会
、中
部
福
祉
保
健
所
に
勤
務
し
、平

成
16
年
に
は
、沖
縄
県
Ｄ
Ｖ
加
害
者
対

策
事
業
の
研
究
員
に
就
任
し
、平
成
19

年
か
ら
は
、沖
縄
県
更
生
保
護
会(

現

が
じ
ゅ
ま
る
沖
縄)

に
Ｄ
Ｖ
加
害
者
更

生
相
談
室
が
設
置
さ
れ
、研
究
員
と
し

て
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
名
嘉
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
に
研
究
員

と
し
て
、Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス)

問
題
に
関
す
る
県
民
へ

の
意
識
調
査
や
被
害
者
、加
害
者
、関

係
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、Ｄ
Ｖ

加
害
者
へ
の
更
生
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
テ
キ
ス
ト
作
成
、国
内
外
の
Ｄ
Ｖ
対

策
に
関
す
る
調
査
研
究
に
取
り
組
ん

だ
。現
在
は
、沖
縄
県
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策

事
業（
旧
加
害
者
対
策
事
業
）と
し
て
、

Ｄ
Ｖ
加
害
者
の
更
生
相
談
業
務
を
行

い
な
が
ら
、各
関
係
機
関
の
職
員
や
教

職
員
な
ど
へ
の
研
修
会
、学
生
向
け
の

予
防
啓
発
講
座
な
ど
の
講
師
を
務
め

て
い
る
。講
演
内
容
は
、主
に
Ｄ
Ｖ
や

児
童
虐
待
、い
じ
め
、性
暴
力
な
ど
で
、

こ
れ
ま
で
に
約
９
万
人
の
方
々
が
受

講
し
て
い
る
。

　
名
嘉
さ
ん
が
従
事
し
て
い
る
更
生

保
護
法
人『
が
じ
ゅ
ま
る
沖
縄
』で

は
、毎
週
水
曜
日
の
夕
方
か
ら
、主
に

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す

る
相
談
を
受
け
て
お
り
、そ
れ
以
外

の
相
談
も
併
せ
る
と
、年
間
２
千
件

以
上
の
相
談
が
あ
る
。ま
た
、沖
縄
県

は
加
害
者
対
策
に
つ
い
て
、先
進
地

で
あ
る
た
め
、県
外
か
ら
の
相
談
も

あ
る
そ
う
だ
。

　
名
嘉
さ
ん
が
被
害
者
支
援
か
ら
、加

害
者
対
策
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、過
去
に
支
援
を
し
て
い
た
被

害
者
の
方
々
か
ら｢

加
害
者
が
変
わ
ら

な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い｣

「
加
害
者

対
策
を
す
る
人
が
も
っ
と
増
え
れ
ば
、

被
害
者
の
た
め
に
な
る｣

と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。実
際
に
、名
嘉
さ

ん
が
従
事
し
て
い
る
業
務
は
非
常
に

深
刻
で
、継
続
的
な
関
わ
り
を
必
要
と

す
る
内
容
が
ほ
と
ん
ど
だ
。名
嘉
さ
ん

に
仕
事
に
対
す
る
原
動
力
に
つ
い
て

質
問
を
す
る
と「
加
害
者
対
策
を
行
う

仕
事
は
大
変
だ
が
、関
わ
っ
た
人
が
、

徐
々
に
良
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く

の
が
励
み
で
す
。ま
た
、相
談
業
務
の

合
間
、学
校
で
講
演
を
行
い
、生
徒
た

ち
と
向
き
合
っ
て
話
す
こ
と
に
、や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
の
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

　
名
嘉
さ
ん
は「
暴
力
で
、人
が
傷
つ

い
た
り
悲
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
な

い
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、一

人
ひ
と
り
が
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
、い

じ
め
な
ど
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大

事
で
す
。ま
た
、学
生
時
の
友
達
や
、

最
初
に
就
職
し
た
職
場
の
上
司
や
同

僚
な
ど
、人
生
の
様
々
な
場
面
で
、初

め
て
出
会
う
人
が
、人
間
関
係
の
中

で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
人

物
な
の
で
、普
段
か
ら
人
を
想
い
や

り
、あ
な
た
に
出
会
っ
て
良
か
っ
た

と
想
わ
れ
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で

す
」と
語
っ
て
い
る
。

　
高
原
自
治
会（
島
田
セ
ツ
子
会
長
）

は
、旗
ス
ガ
シ
ー
や
菊
酒
な
ど
の
御

願
行
事
、公
民
館
祭
り
、納
涼
ま
つ

り
、慰
霊
祭
、綱
引
き
・
角
力
大
会
、ス

ポ
レ
ク
大
会
、花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
行
事
が
多
く
、地
域
住

民
も
協
力
的
だ
。昨
年
か
ら
は
、こ
ど

も
会
が
活
動
を
再
開
し
て
お
り
、こ

ど
も
達
の
学
習
支
援
と
居
場
所
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。島
田
会

長
は「
こ
ど
も
達
と
真
剣
に
向
き
合

い
、継
続
し
て
い
け
る
体
制
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
る
。

　
高
原
は
公
共
施
設
や
商
業
施
設
が

充
実
し
て
お
り
、人
口
も
増
え
て
き

て
い
る
一
方
で
、島
田
会
長
は
地
域

の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
、区
民
を
結
び

付
け
よ
う
と
、自
治
会
の
加
入
を
呼

び
か
け
て
い
る
。ま
た
、保
安
灯
の
増

設
や
自
治
会
で
こ
ど
も
達
の
習
い
事

教
室
の
開
催
も
計
画
し
て
お
り「
老

人
会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
に
支
え
ら

れ
活
動
し
て
い
る
。地
域
の
伝
統
を

守
り
な
が
ら
、住
み
よ
い
街
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
７

－

３
６
６
８

今月の人284

コ

イ
ス 

19

出
会
い
に
よ
っ
て
人
は
変
わ
る

名
嘉 

知
恵
理
さ
ん

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
相
談
窓
口
や

支
援
体
制
は
、
各
自
治
体
な
ど
で

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
加
害
者
更

生
に
対
し
て
の
相
談
窓
口
は
少
な

く
、
そ
の
１
つ
が
、
更
生
保
護
法

人
『
が
じ
ゅ
ま
る
沖
縄
』
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
、
が
じ
ゅ
ま
る
沖
縄
の

Ｄ
Ｖ
加
害
者
更
生
相
談
室
研
究
員

の
名
嘉
知
恵
理
さ
ん
に
日
々
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。 （40）

所在地：沖縄市大里 2-29-14
営業時間：午前11時30分～午後９時30分
定休日：火曜日
問合せ：098-937-9326

商品名：チキンの丸焼き
事業所名：コッコロコハウス
職　種：飲食業
代表者：名嘉 哲也

10沖縄市自治会紹介

▲

公
民
館
ま
つ
り
で
踊
り
を
披
露
す
る
老
人
ク
ラ
ブ

▲

大
人
も
こ
ど
も
も
力
い
っ
ぱ
い
綱
を
引
き
あ
っ
た

　綱
引
き
・
角
力
大
会

高
原
自
治
会

伝
統
を
守
り
、
住
み
よ
い
街
に

　
胡
屋
自
治
会（
大
城
信
男
会
長
）は

サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
で
、大
正
琴
、囲

碁
、健
康
体
操
、操
体
法
な
ど
の
サ
ー

ク
ル
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。健
康

体
操
は
体
が
鍛
え
ら
れ
て
体
調
も
良

く
な
る
と
メ
ン
バ
ー
か
ら
好
評
で
、操

体
法
も
無
理
の
な
い
運
動
で
健
康
づ

く
り
が
で
き
る
と
人
気
が
あ
る
。囲
碁

サ
ー
ク
ル
に
は
囲
碁
好
き
が
集
ま
り
、

年
に
大
会
を
４
回
も
開
催
し
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
、青
年
会
も
協

力
し
あ
っ
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る

ほ
か
、地
域
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、小

学
校
と
も
交
流
が
あ
り
、毎
年
、こ
ど

も
達
が
公
民
館
見
学
に
訪
れ
る
。

　
今
後
は
防
災
に
も
力
を
入
れ
て
い

く
予
定
で
、大
城
会
長
は
区
民
で
防

災
を
学
び
、地
域
の
調
査
も
進
め
よ

う
と
考
え
て
お
り
、負
傷
者
に
対
す

る
応
急
処
置
訓
練
や
、災
害
時
に
水

を
確
保
す
る
た
め
の
井
戸
の
確
認
、

独
居
高
齢
者
の
把
握
、倒
壊
の
お
そ

れ
の
あ
る
建
物
の
調
査
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。大
城
会
長
は「
サ
ー
ク
ル

活
動
で
区
民
が
楽
し
め
る
地
域
を
作

り
、防
災
活
動
で
区
民
の
安
全
を
守
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
３

－

５
０
９
０

胡
屋
自
治
会

楽
し
く
安
全
な
地
域
づ
く
り

ち

え

り

■ 市史編集担当／
　 TEL： 929-4128（直通）
■ ヒストリート、ヒストリートⅡ／
　 TEL：929-2922

1969（昭和 44）年頃の
対面通行のセンター通り

更生保護法人『がじゅまる沖縄』
ＤＶ加害者更生相談室
(098-884-1018/毎週水曜日17:00～21:00)
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障
が
い
を
も
っ
た
方
へ
の
介
護
講
演
会

　
市
障
が
い
福
祉
課
が
自
発
的
活
動
支
援
事
業
の
一

環
と
し
て
、12
月
６
日
に
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

障
が
い
者
や
家
族
ら
を
対
象
に「『
介
護
保
険
制
度
』と

『
私
た
ち
の
身
近
な
介
護
』」（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
つ
な
ぎ
主
催
）と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
同
講
演
会
は
、２
部
構
成
で
、第
１
部
の「
介
護
保
険

制
度
」は
、市
高
齢
福
祉
課
の
職
員
が
介
護
保
険
制
度

の
仕
組
み
や
提
供
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
説
明
し
、第
２
部

の「
私
た
ち
の
身
近
な
介
護
」は
、正
し
い
介
護
技
術
の

普
及
に
努
め
て
い
る
城
間
雅
己
氏
を
講
師
に
招
き
、観

客
が
介
護
方
法
を
実
践
す
る
体
験
型
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
約
50
人
は
、介
護
保
険
制
度
と
介
護
を
通
し

て
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

▶
息
の
合
っ
た
舞
を
披
露

　（
泡
瀬
第
三
老
人
ク
ラ
ブ
睦
会
）

▶
イ
ス
か
ら
立
ち
上
が
る
際
の
介
護
技
術
を
体
験

▶
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
か
ら
絆
の
大
切
さ

　
を
語
る
當
山
政
秋
氏

絆の大切さを講演
講演会 大災害！その時あなたは…

　
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
事
業
の
周
知

と
市
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
向
上
を
目
的

に「
講
演
会 

大
災
害
！
そ
の
時
あ
な
た
は…

」

（
沖
縄
市
主
催
）が
11
月
27
日
に
市
福
祉

文
化
プ
ラ
ザ
で
開
始
さ
れ
た
。講
演
会
で

は
、兵
庫
県
で
平
成
７
年
に
阪
神
淡
路
大
震

災
を
体
験
し
た
、県
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
会
理
事
で
視
覚
障
が
い
者
の
當
山

政
秋
氏
が
体
験
を
語
っ
た
。震
災
で
居
住
し

て
い
た
ア
パ
ー
ト
が
崩
れ
、が
れ
き
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
當
山
氏
は
、自
分
を
探
す
近
所

の
知
人
に
冷
蔵
庫
を
叩
い
て
存
在
を
知
ら

せ
、救
出
さ
れ
た
こ
と
を
話
し「
絆
が
あ
っ
た

お
か
げ
で
助
か
っ
た
。障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
周
り
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
」と
語
っ
た
。

レク活動の成果を披露レク活動の成果を披露
かりゆしシニアクラブ 第41回レクリエーション大会

　
か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
仲
宗
根
清

朝
会
長
）が
、日
頃
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
成
果
を
舞
台
発
表
し
、会
員
間

の
交
流
と
健
康
づ
く
り
、生
き
が
い
づ
く

り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、第
41
回 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
12
月
10
日

に
、沖
縄
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

た
。大
会
に
は
、市
内
老
人
ク
ラ
ブ
30
団

体
が
参
加
し
、琉
舞
や
大
正
琴
、特
殊
詐

欺
の
寸
劇
な
ど
を
披
露
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、仲
宗
根
会
長
は

「
日
々
の
レ
ク
活
動
を
披
露
し
、会
員
の

絆
を
深
め
よ
う
」と
挨
拶
し
た
。会
場
に

は
、約
千
人
の
会
員
が
訪
れ
、舞
台
発
表

を
鑑
賞
し
て
親
睦
を
深
め
た
。

▶
会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
展
示
品
を
鑑
賞
し
た

　
り
、
作
品
を
買
い
求
め
た

平成27年度 障害者週間「福祉展示フェア」
　
平
成
27
年
度 
沖
縄
市
障
害
者
週
間「
福

祉
展
示
フ
ェ
ア
」が
、12
月
２
日
か
ら
４
日

ま
で
、市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
行
わ

れ
た
。

　
障
害
者
週
間
は
、市
民
が
広
く
障
が
い

者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
、障
が
い
者
が
社
会
や
経
済
、文
化
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
、積
極
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

設
け
ら
れ
て
お
り
、市
で
は
、福
祉
展
示

フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
る
。

　
フ
ェ
ア
に
は
、16
団
体
が
参
加
し
、陶
芸

品
や
木
工
品
の
展
示
、手
作
り
ス
イ
ー
ツ

な
ど
が
販
売
さ
れ
、期
間
中
、障
が
い
者
に

よ
る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
た
。

平
成
27
年
度
ふ
れ
あ
い
ダ
ン
ス
パ
�
テ
�
�

ダ
ン
ス
で
地
域
交
流

オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
も
考
案

　
沖
縄
市
障
が
い
者
福
祉
協
会（
平
田
聖
人
理
事
長
）

が
主
催
し
た｢

ふ
れ
あ
い
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー｣

が
、

11
月
22
日
に
、沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。

　
同
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、障
が
い
者
の
社
会
参

加
の
促
進
と
自
立
を
促
し
、地
域
住
民
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、開
催
に
あ
た

り
、平
田
理
事
長
は｢

様
々
な
障
が
い
が
あ
る
け
れ

ど
、ダ
ン
ス
を
通
し
て
、障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、楽
し
み
な
が
ら
、お
互
い
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ

う｣

と
挨
拶
し
た
。パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、約
70
人
が
参

加
し
、社
交
ダ
ン
ス
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
、交

流
を
深
め
た
。

　
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
市
が
実
施
し
て
い
る
生
き
が

い
づ
く
り
や
健
康
維
持
活
動
を
周
知
し
よ
う
と「
高
校

生
と
体
操
で
ニ
コ
ニ
コ
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
ー
」が
コ
ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
の
音
楽
広
場
で
12
月
９
日
に
開

催
さ
れ
た
。イ
ベ
ン
ト
は
、中
部
農
林
高
校
福
祉
課
３
年

の
生
徒
５
人
が
企
画
・
実
施
し
た
も
の
で
、来
場
者
は
生

徒
が
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
を
踊
っ
た
。オ
リ
ジ
ナ

ル
体
操
は
身
近
な
物
を
使
っ
て
簡
単
に
で
き
る
体
操

で
、筋
力
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
効
果
が
あ
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
発
案
者
の
宮
里
涼
香
さ
ん
は「
祖
母
の
要

望
か
ら
企
画
し
た
が
、市
の
様
々
な
取
り
組
み
を
知
り
、

そ
の
周
知
も
し
よ
う
と
思
っ
た
。た
く
さ
ん
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

▶
各
々
ペ
ア
を
組
み
軽
や
か
に
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た

▶
タ
オ
ル
を
使
っ
た
体
操
を
す
る
中
部
農
林
高
校
の

　
生
徒
と
来
場
者

第
21
回 

沖
縄
市
ハ
ー
ト
フ
ル
展
を
紹
介

こ
こ
ろ
の
健
康

　
こ
こ
ろ
に
障
が
い
を
持
つ
人
た
ち
の
日
頃
の
取
り

組
み
を
、地
域
社
会
へ
発
信
し
、活
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、第
21
回 

沖
縄
市
ハ
ー
ト
フ

ル
展
が
、
11
月
25
日
と
26
日
の
2
日
間
、市
役
所
１

階
の
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
会
場
で
は
、市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、家
族
会
な
ど
10
団
体
が
、活

動
紹
介
を
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
や
作
品
作
り
体
験
、手

作
り
パ
ン
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
販
売
、ア
ロ
マ
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、こ
こ
ろ
の
病
に
関

す
る
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、多
く
の

市
民
が
訪
れ
た
。

▶
就
労
活
動
で
作
っ
た
作
品
を
販
売

▶
大
会
で
は
50
人
が
表
彰
さ
れ
７
団
体
に
感
謝
状

　
が
贈
ら
れ
た

地域福祉の更なる充実を
第32回 沖縄市社会福祉大会

　
長
年
に
渡
っ
て
社
会
福
祉
の
発
展
に
功

労
の
あ
っ
た
方
々
へ
感
謝
の
意
を
表
し
、表

彰
す
る
こ
と
で
、地
域
福
祉
の
更
な
る
充

実
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
第
32
回 

沖
縄
市
社
会
福
祉
大
会
が
11
月
18
日
に
市

民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
で
は
特
別
功
労
者
31
人
と
社
会
福

祉
事
業
永
年
勤
続
功
労
者
18
人
、模
範
自

立
者
１
人
が
表
彰
さ
れ
、募
金
に
協
力
の

あ
っ
た
７
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、県
認
知
症
行
方
不
明
者
家
族
の
会

代
表
の
安
慶
名
達
也
氏
と
見
守
り
ネ
ッ
ト

う
ち
な
ー
代
表
の
仲
里
宏
淳
氏
に
よ
る
記

念
講
演「
認
知
症
行
方
不
明
者
の
現
状
と

見
守
り
活
動
に
つ
い
て
」も
行
わ
れ
た
。
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障
が
い
を
も
っ
た
方
へ
の
介
護
講
演
会

　
市
障
が
い
福
祉
課
が
自
発
的
活
動
支
援
事
業
の
一

環
と
し
て
、12
月
６
日
に
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

障
が
い
者
や
家
族
ら
を
対
象
に「『
介
護
保
険
制
度
』と

『
私
た
ち
の
身
近
な
介
護
』」（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
つ
な
ぎ
主
催
）と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
同
講
演
会
は
、２
部
構
成
で
、第
１
部
の「
介
護
保
険

制
度
」は
、市
高
齢
福
祉
課
の
職
員
が
介
護
保
険
制
度

の
仕
組
み
や
提
供
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
説
明
し
、第
２
部

の「
私
た
ち
の
身
近
な
介
護
」は
、正
し
い
介
護
技
術
の

普
及
に
努
め
て
い
る
城
間
雅
己
氏
を
講
師
に
招
き
、観

客
が
介
護
方
法
を
実
践
す
る
体
験
型
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
約
50
人
は
、介
護
保
険
制
度
と
介
護
を
通
し

て
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

▶
息
の
合
っ
た
舞
を
披
露

　（
泡
瀬
第
三
老
人
ク
ラ
ブ
睦
会
）

▶
イ
ス
か
ら
立
ち
上
が
る
際
の
介
護
技
術
を
体
験

▶
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
か
ら
絆
の
大
切
さ

　
を
語
る
當
山
政
秋
氏

絆の大切さを講演
講演会 大災害！その時あなたは…

　
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
事
業
の
周
知

と
市
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
向
上
を
目
的

に「
講
演
会 

大
災
害
！
そ
の
時
あ
な
た
は…

」

（
沖
縄
市
主
催
）が
11
月
27
日
に
市
福
祉

文
化
プ
ラ
ザ
で
開
始
さ
れ
た
。講
演
会
で

は
、兵
庫
県
で
平
成
７
年
に
阪
神
淡
路
大
震

災
を
体
験
し
た
、県
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
会
理
事
で
視
覚
障
が
い
者
の
當
山

政
秋
氏
が
体
験
を
語
っ
た
。震
災
で
居
住
し

て
い
た
ア
パ
ー
ト
が
崩
れ
、が
れ
き
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
當
山
氏
は
、自
分
を
探
す
近
所

の
知
人
に
冷
蔵
庫
を
叩
い
て
存
在
を
知
ら

せ
、救
出
さ
れ
た
こ
と
を
話
し「
絆
が
あ
っ
た

お
か
げ
で
助
か
っ
た
。障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
周
り
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
」と
語
っ
た
。

レク活動の成果を披露レク活動の成果を披露
かりゆしシニアクラブ 第41回レクリエーション大会

　
か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
仲
宗
根
清

朝
会
長
）が
、日
頃
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
成
果
を
舞
台
発
表
し
、会
員
間

の
交
流
と
健
康
づ
く
り
、生
き
が
い
づ
く

り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、第
41
回 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
12
月
10
日

に
、沖
縄
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

た
。大
会
に
は
、市
内
老
人
ク
ラ
ブ
30
団

体
が
参
加
し
、琉
舞
や
大
正
琴
、特
殊
詐

欺
の
寸
劇
な
ど
を
披
露
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、仲
宗
根
会
長
は

「
日
々
の
レ
ク
活
動
を
披
露
し
、会
員
の

絆
を
深
め
よ
う
」と
挨
拶
し
た
。会
場
に

は
、約
千
人
の
会
員
が
訪
れ
、舞
台
発
表

を
鑑
賞
し
て
親
睦
を
深
め
た
。

▶
会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
展
示
品
を
鑑
賞
し
た

　
り
、
作
品
を
買
い
求
め
た

平成27年度 障害者週間「福祉展示フェア」
　
平
成
27
年
度 

沖
縄
市
障
害
者
週
間「
福

祉
展
示
フ
ェ
ア
」が
、12
月
２
日
か
ら
４
日

ま
で
、市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
行
わ

れ
た
。

　
障
害
者
週
間
は
、市
民
が
広
く
障
が
い

者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
、障
が
い
者
が
社
会
や
経
済
、文
化
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
、積
極
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

設
け
ら
れ
て
お
り
、市
で
は
、福
祉
展
示

フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
る
。

　
フ
ェ
ア
に
は
、16
団
体
が
参
加
し
、陶
芸

品
や
木
工
品
の
展
示
、手
作
り
ス
イ
ー
ツ

な
ど
が
販
売
さ
れ
、期
間
中
、障
が
い
者
に

よ
る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
た
。

平
成
27
年
度
ふ
れ
あ
い
ダ
ン
ス
パ
�
テ
�
�

ダ
ン
ス
で
地
域
交
流

オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
も
考
案

　
沖
縄
市
障
が
い
者
福
祉
協
会（
平
田
聖
人
理
事
長
）

が
主
催
し
た｢

ふ
れ
あ
い
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー｣

が
、

11
月
22
日
に
、沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。

　
同
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、障
が
い
者
の
社
会
参

加
の
促
進
と
自
立
を
促
し
、地
域
住
民
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、開
催
に
あ
た

り
、平
田
理
事
長
は｢

様
々
な
障
が
い
が
あ
る
け
れ

ど
、ダ
ン
ス
を
通
し
て
、障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、楽
し
み
な
が
ら
、お
互
い
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ

う｣

と
挨
拶
し
た
。パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、約
70
人
が
参

加
し
、社
交
ダ
ン
ス
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
、交

流
を
深
め
た
。

　
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
市
が
実
施
し
て
い
る
生
き
が

い
づ
く
り
や
健
康
維
持
活
動
を
周
知
し
よ
う
と「
高
校

生
と
体
操
で
ニ
コ
ニ
コ
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
ー
」が
コ
ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
の
音
楽
広
場
で
12
月
９
日
に
開

催
さ
れ
た
。イ
ベ
ン
ト
は
、中
部
農
林
高
校
福
祉
課
３
年

の
生
徒
５
人
が
企
画
・
実
施
し
た
も
の
で
、来
場
者
は
生

徒
が
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
を
踊
っ
た
。オ
リ
ジ
ナ

ル
体
操
は
身
近
な
物
を
使
っ
て
簡
単
に
で
き
る
体
操

で
、筋
力
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
効
果
が
あ
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
発
案
者
の
宮
里
涼
香
さ
ん
は「
祖
母
の
要

望
か
ら
企
画
し
た
が
、市
の
様
々
な
取
り
組
み
を
知
り
、

そ
の
周
知
も
し
よ
う
と
思
っ
た
。た
く
さ
ん
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

▶
各
々
ペ
ア
を
組
み
軽
や
か
に
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た

▶
タ
オ
ル
を
使
っ
た
体
操
を
す
る
中
部
農
林
高
校
の

　
生
徒
と
来
場
者

第
21
回 

沖
縄
市
ハ
ー
ト
フ
ル
展
を
紹
介

こ
こ
ろ
の
健
康

　
こ
こ
ろ
に
障
が
い
を
持
つ
人
た
ち
の
日
頃
の
取
り

組
み
を
、地
域
社
会
へ
発
信
し
、活
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、第
21
回 

沖
縄
市
ハ
ー
ト
フ

ル
展
が
、
11
月
25
日
と
26
日
の
2
日
間
、市
役
所
１

階
の
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
会
場
で
は
、市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、家
族
会
な
ど
10
団
体
が
、活

動
紹
介
を
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
や
作
品
作
り
体
験
、手

作
り
パ
ン
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
販
売
、ア
ロ
マ
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、こ
こ
ろ
の
病
に
関

す
る
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、多
く
の

市
民
が
訪
れ
た
。

▶
就
労
活
動
で
作
っ
た
作
品
を
販
売

▶
大
会
で
は
50
人
が
表
彰
さ
れ
７
団
体
に
感
謝
状

　
が
贈
ら
れ
た

地域福祉の更なる充実を
第32回 沖縄市社会福祉大会

　
長
年
に
渡
っ
て
社
会
福
祉
の
発
展
に
功

労
の
あ
っ
た
方
々
へ
感
謝
の
意
を
表
し
、表

彰
す
る
こ
と
で
、地
域
福
祉
の
更
な
る
充

実
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
第
32
回 

沖
縄
市
社
会
福
祉
大
会
が
11
月
18
日
に
市

民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
で
は
特
別
功
労
者
31
人
と
社
会
福

祉
事
業
永
年
勤
続
功
労
者
18
人
、模
範
自

立
者
１
人
が
表
彰
さ
れ
、募
金
に
協
力
の

あ
っ
た
７
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、県
認
知
症
行
方
不
明
者
家
族
の
会

代
表
の
安
慶
名
達
也
氏
と
見
守
り
ネ
ッ
ト

う
ち
な
ー
代
表
の
仲
里
宏
淳
氏
に
よ
る
記

念
講
演「
認
知
症
行
方
不
明
者
の
現
状
と

見
守
り
活
動
に
つ
い
て
」も
行
わ
れ
た
。
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話 題

職
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装

婦人会が華やかな踊りを披露手紙文化の普及で心の交流を

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
で
地
域
交
流

災害時の給水方法について情報交換

お
い
し
い
お
米
が
で
き
ま
し
た

長
年
の
功
績
が
称
え
ら
れ
る

東南植物楽園が幻想的な光につつまれる

　
沖
縄
県
内
の
塗
装
業
者
26
社
が
加
盟
し
て
い

る
一
般
社
団
法
人 

日
本
塗
装
工
業
会 

沖
縄
県

支
部（
稲
嶺
恒
行
支
部
長
）が
11
月
22
日
、沖
縄

市
あ
げ
だ
児
童
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装
を

行
っ
た
。

　
日
本
塗
装
工
業
会
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗

装
を
同
会
が
制
定
し
た
11
月
16
日
の「
い
い
い

ろ
塗
装
の
日
」に
あ
わ
せ
て
全
国
的
に
展
開
し

て
お
り
、沖
縄
県
支
部
は
、毎
年
県
内
の
社
会

福
祉
施
設
や
公
共
施
設
な
ど
を
無
償
で
塗
装
す

る
社
会
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。今
年
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装
は
、沖
縄
市
あ
げ
だ
児
童

館
の
遊
戯
室
や
図
書
室
、児
童
ク
ラ
ブ
室
、廊

下
、階
段
な
ど
施
設
内
の
ほ
と
ん
ど
の
壁
を
30

人
の
職
人
達
で
き
れ
い
に
塗
装
し
た
。

　市民会館大ホールで11月22日に市婦人連合会による「第20回 演芸の
つどい」（市婦人連合会、市教育委員会主催）が開催された。
　イベントでは、照屋婦人会の「かぎやで風」を幕開けに、市内婦人会9
団体が練習を重ねてきた民踊や琉舞、日舞などを演舞し、市婦人連合会
は会歌踊りや寸劇、かりゆしシニアクラブは民踊を披露した。また、特別
出演として前川守賢さんが登場し、歌三線とトークで会場を盛り上げ、
フィナーレは市婦人連合会の創作エイサーとカチャーシーで来場者も
一緒になって踊った。イベントの収益金は、美さと児童園の児童自立支
援会へ寄付された。

▲ ボランティア塗装を実施した日本塗装工業会 沖縄県支部の方々

▲会歌踊りの「きずなの花」を披露する婦人連合会

日
本
塗
装
工
業
会 

沖
縄
県
支
部

市婦人連合会 演芸のつどい
　市内小学生と県立泡瀬、美咲特別支援学校に、年賀はがきを贈呈し
ようと市内各郵便局の代表（沖縄･美里･かりゆし・越来）と、企業の代
表（市商工会議所･まぁる歯科･有限会社真電設･あいレディースクリ
ニック）が、12月8日に狩俣教育長を訪ねた。年賀はがきは、こども達
が手紙のやりとりを通して、伝える力やコミュニケーション力を向上
させることと、手紙の楽しさを実感してもらうことを目的に贈られた
もので、郵便局の呼び掛けに、89の市内事業所が賛同し、約２万９千
枚の年賀はがきが集まった。狩俣教育長は｢手紙を書く文化や年賀状
の良さを、教育の場面で子どもたちに伝えていきたい｣と話した。

▲ 瑞宝双光章を受章した浜比嘉氏(左から３番目)と法務大臣表彰を受賞した
　高江洲氏(右から２番目)

▲ 年賀はがきを贈呈した市内協賛企業代表と各郵便局代表ら

市内小学生へ年賀はがき贈呈

　
第
７
回 

登
川
フ
ォ
ー
ク
祭
り（
登
川
自
治
会

主
催
）が
、12
月
６
日
に
登
川
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
。同
祭
り
は
、40
代
か
ら
50
代
の
世
代
が
、

若
い
頃
に
流
行
っ
て
い
た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を

演
奏
し
、鑑
賞
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
で
の
世
代
間
交
流
を
目
的
に
、毎
年
行
わ

れ
て
い
る
。

　
出
演
者
は
、主
に
登
川
地
域
の
方
々
で
、狩
人

の「
あ
ず
さ
２
号
」や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の「
心
の

旅
」、県
出
身
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ
グ
ル
ー
プ
究
極

の「
６
月
の
雨
」な
ど
、数
々
の
名
曲
を
披
露
し

た
。祭
り
に
は
、若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
３
２

１
人
が
集
ま
り
、会
場
で
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
声

援
が
あ
が
る
な
ど
、大
い
に
盛
り
上
が
り
、訪
れ

た
来
場
者
は
、懐
か
し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
に

酔
い
し
れ
た
。

　平成27年度 沖縄県水道災害相互応援協定会議が11月20日に市水
道局で開催され、県や各市町村などの水道事業体が参加した。
　同協定は、災害の発生時に水道事業者が被災し、応急措置が取れな
くなった場合に、円滑に相互応援を行うことを目的に平成15年3月に
締結されており、41の事業体が参加している。今回の会議では、応急
給水用の給水タンクや給水車、非常用飲料水用袋について情報交換が
行われたほか、10月31日と11月1日に福岡県福岡市で開催された九
州九都市合同防災訓練に参加した那覇市より、訓練の内容や様子が紹
介された。

▲ 数々のフォークソングの名曲が披露された

▲ 他事業体と情報交換し災害に備える

第
７
回 

登
川
フ
ォ
ー
ク
祭
り

平成27年度 沖縄県水道災害相互応援協定会議

　
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、米
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
泡
瀬
小
学
校（
宮
城
和
也
校
長
）

５
年
生
の
代
表
児
童
６
人
が
、11
月
17
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、収
穫
し
た
も
ち
米
６
キ
ロ
を
桑

江
市
長
ら
に
贈
呈
し
た
。

　
贈
呈
式
で
金
城
瑠
来
く
ん
が「
種
も
み
か
ら

育
て
た
お
米
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。ど
う
ぞ
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、生
徒

ら
は
桑
江
市
長
と
普
久
原
市
議
長
、狩
俣
教
育

長
に
そ
れ
ぞ
れ
２
キ
ロ
ず
つ
手
渡
し
た
。

　
泡
瀬
小
学
校
の
５
年
生
は
、米
作
り
を
通
し

て
、自
然
環
境
の
大
切
さ
や
稲
を
育
て
る
楽
し

さ
な
ど
を
体
験
す
る
総
合
学
習
を
、平
成
22
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、今
年
は
、ウ
ル
チ
米

と
も
ち
米
、合
計
40
キ
ロ
を
収
穫
。11
月
７
日

に
行
わ
れ
た
宿
泊
学
習
の
野
外
炊
飯
で
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、い
た
だ
い
た
。

　市知花にある東南植物楽園で、園内をイルミネーションで飾った「ひ
かりの散歩道 TONAN Night Decoration」が11月27日から平成28年
2月14日の午後5時から午後10時までの間、開催されている。期間中、
園内には、池を渡る大橋がイルミネーションでつつまれた「光のトンネ
ル」、大きなツリーを電飾で飾った「いざないのツリー」、池や渡り橋な
どがライトアップされた「光のプロムナード」など、多彩なエリアが設
けられ、南国情緒あふれる植物園の夜は、幻想的な光につつまれる。
　同園へのお問い合せは、☎939-2555。
　公式サイトは、http://www.southeast-botanical.jp/

▲収穫したもち米を贈呈する泡瀬小５年生の児童達

▲ ライトアップされた光のプロムナード

泡
瀬
小
５
年
生
が
お
米
を
贈
呈

中
部
保
護
区
保
護
司
会
員 

受
賞
報
告

　
中
部
保
護
区
保
護
司
会(

安
富
静
子
会
長)

の

会
員
で
、平
成
27
年
度 

秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
し
た
浜
比
嘉
宗
明
氏
と
、沖
縄
県
更

生
保
護
大
会
に
お
い
て
、法
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
た
高
江
洲
八
重
子
氏
が
、
12
月
９
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、桑
江
市
長
に
報
告
を
行
っ
た
。

　
浜
比
嘉
氏
は
27
年
間
、高
江
洲
氏
は
20
年
間

と
、両
氏
共
に
長
き
に
渡
る
保
護
司
と
し
て

の
活
動
や
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と

な
っ
た
。

　
浜
比
嘉
氏
は｢

叙
勲
の
受
章
は
、私
だ
け
で
な

く
、会
員
の
皆
様
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、受
章
し

た
も
の
で
す
。こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、今
後
も
保
護
司
活
動
に
取
り
組
み
、

後
進
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す｣

と
挨
拶
を

し
た
。

ひかりの散歩道 TONAN Night Decoration

り
ゅ
う
く

そ
う
め
い
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話 題

職
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装

婦人会が華やかな踊りを披露手紙文化の普及で心の交流を

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
で
地
域
交
流

災害時の給水方法について情報交換

お
い
し
い
お
米
が
で
き
ま
し
た

長
年
の
功
績
が
称
え
ら
れ
る

東南植物楽園が幻想的な光につつまれる

　
沖
縄
県
内
の
塗
装
業
者
26
社
が
加
盟
し
て
い

る
一
般
社
団
法
人 

日
本
塗
装
工
業
会 

沖
縄
県

支
部（
稲
嶺
恒
行
支
部
長
）が
11
月
22
日
、沖
縄

市
あ
げ
だ
児
童
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装
を

行
っ
た
。

　
日
本
塗
装
工
業
会
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗

装
を
同
会
が
制
定
し
た
11
月
16
日
の「
い
い
い

ろ
塗
装
の
日
」に
あ
わ
せ
て
全
国
的
に
展
開
し

て
お
り
、沖
縄
県
支
部
は
、毎
年
県
内
の
社
会

福
祉
施
設
や
公
共
施
設
な
ど
を
無
償
で
塗
装
す

る
社
会
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。今
年
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装
は
、沖
縄
市
あ
げ
だ
児
童

館
の
遊
戯
室
や
図
書
室
、児
童
ク
ラ
ブ
室
、廊

下
、階
段
な
ど
施
設
内
の
ほ
と
ん
ど
の
壁
を
30

人
の
職
人
達
で
き
れ
い
に
塗
装
し
た
。

　市民会館大ホールで11月22日に市婦人連合会による「第20回 演芸の
つどい」（市婦人連合会、市教育委員会主催）が開催された。
　イベントでは、照屋婦人会の「かぎやで風」を幕開けに、市内婦人会9
団体が練習を重ねてきた民踊や琉舞、日舞などを演舞し、市婦人連合会
は会歌踊りや寸劇、かりゆしシニアクラブは民踊を披露した。また、特別
出演として前川守賢さんが登場し、歌三線とトークで会場を盛り上げ、
フィナーレは市婦人連合会の創作エイサーとカチャーシーで来場者も
一緒になって踊った。イベントの収益金は、美さと児童園の児童自立支
援会へ寄付された。

▲ ボランティア塗装を実施した日本塗装工業会 沖縄県支部の方々

▲会歌踊りの「きずなの花」を披露する婦人連合会

日
本
塗
装
工
業
会 

沖
縄
県
支
部

市婦人連合会 演芸のつどい
　市内小学生と県立泡瀬、美咲特別支援学校に、年賀はがきを贈呈し
ようと市内各郵便局の代表（沖縄･美里･かりゆし・越来）と、企業の代
表（市商工会議所･まぁる歯科･有限会社真電設･あいレディースクリ
ニック）が、12月8日に狩俣教育長を訪ねた。年賀はがきは、こども達
が手紙のやりとりを通して、伝える力やコミュニケーション力を向上
させることと、手紙の楽しさを実感してもらうことを目的に贈られた
もので、郵便局の呼び掛けに、89の市内事業所が賛同し、約２万９千
枚の年賀はがきが集まった。狩俣教育長は｢手紙を書く文化や年賀状
の良さを、教育の場面で子どもたちに伝えていきたい｣と話した。

▲ 瑞宝双光章を受章した浜比嘉氏(左から３番目)と法務大臣表彰を受賞した
　高江洲氏(右から２番目)

▲ 年賀はがきを贈呈した市内協賛企業代表と各郵便局代表ら

市内小学生へ年賀はがき贈呈

　
第
７
回 

登
川
フ
ォ
ー
ク
祭
り（
登
川
自
治
会

主
催
）が
、12
月
６
日
に
登
川
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
。同
祭
り
は
、40
代
か
ら
50
代
の
世
代
が
、

若
い
頃
に
流
行
っ
て
い
た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を

演
奏
し
、鑑
賞
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
で
の
世
代
間
交
流
を
目
的
に
、毎
年
行
わ

れ
て
い
る
。

　
出
演
者
は
、主
に
登
川
地
域
の
方
々
で
、狩
人

の「
あ
ず
さ
２
号
」や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の「
心
の

旅
」、県
出
身
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ
グ
ル
ー
プ
究
極

の「
６
月
の
雨
」な
ど
、数
々
の
名
曲
を
披
露
し

た
。祭
り
に
は
、若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
３
２

１
人
が
集
ま
り
、会
場
で
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
声

援
が
あ
が
る
な
ど
、大
い
に
盛
り
上
が
り
、訪
れ

た
来
場
者
は
、懐
か
し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
に

酔
い
し
れ
た
。

　平成27年度 沖縄県水道災害相互応援協定会議が11月20日に市水
道局で開催され、県や各市町村などの水道事業体が参加した。
　同協定は、災害の発生時に水道事業者が被災し、応急措置が取れな
くなった場合に、円滑に相互応援を行うことを目的に平成15年3月に
締結されており、41の事業体が参加している。今回の会議では、応急
給水用の給水タンクや給水車、非常用飲料水用袋について情報交換が
行われたほか、10月31日と11月1日に福岡県福岡市で開催された九
州九都市合同防災訓練に参加した那覇市より、訓練の内容や様子が紹
介された。

▲ 数々のフォークソングの名曲が披露された

▲ 他事業体と情報交換し災害に備える

第
７
回 

登
川
フ
ォ
ー
ク
祭
り

平成27年度 沖縄県水道災害相互応援協定会議

　
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、米
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
泡
瀬
小
学
校（
宮
城
和
也
校
長
）

５
年
生
の
代
表
児
童
６
人
が
、11
月
17
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、収
穫
し
た
も
ち
米
６
キ
ロ
を
桑

江
市
長
ら
に
贈
呈
し
た
。

　
贈
呈
式
で
金
城
瑠
来
く
ん
が「
種
も
み
か
ら

育
て
た
お
米
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。ど
う
ぞ
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、生
徒

ら
は
桑
江
市
長
と
普
久
原
市
議
長
、狩
俣
教
育

長
に
そ
れ
ぞ
れ
２
キ
ロ
ず
つ
手
渡
し
た
。

　
泡
瀬
小
学
校
の
５
年
生
は
、米
作
り
を
通
し

て
、自
然
環
境
の
大
切
さ
や
稲
を
育
て
る
楽
し

さ
な
ど
を
体
験
す
る
総
合
学
習
を
、平
成
22
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、今
年
は
、ウ
ル
チ
米

と
も
ち
米
、合
計
40
キ
ロ
を
収
穫
。11
月
７
日

に
行
わ
れ
た
宿
泊
学
習
の
野
外
炊
飯
で
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、い
た
だ
い
た
。

　市知花にある東南植物楽園で、園内をイルミネーションで飾った「ひ
かりの散歩道 TONAN Night Decoration」が11月27日から平成28年
2月14日の午後5時から午後10時までの間、開催されている。期間中、
園内には、池を渡る大橋がイルミネーションでつつまれた「光のトンネ
ル」、大きなツリーを電飾で飾った「いざないのツリー」、池や渡り橋な
どがライトアップされた「光のプロムナード」など、多彩なエリアが設
けられ、南国情緒あふれる植物園の夜は、幻想的な光につつまれる。
　同園へのお問い合せは、☎939-2555。
　公式サイトは、http://www.southeast-botanical.jp/

▲収穫したもち米を贈呈する泡瀬小５年生の児童達

▲ ライトアップされた光のプロムナード

泡
瀬
小
５
年
生
が
お
米
を
贈
呈

中
部
保
護
区
保
護
司
会
員 

受
賞
報
告

　
中
部
保
護
区
保
護
司
会(

安
富
静
子
会
長)

の

会
員
で
、平
成
27
年
度 

秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
し
た
浜
比
嘉
宗
明
氏
と
、沖
縄
県
更

生
保
護
大
会
に
お
い
て
、法
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
た
高
江
洲
八
重
子
氏
が
、
12
月
９
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、桑
江
市
長
に
報
告
を
行
っ
た
。

　
浜
比
嘉
氏
は
27
年
間
、高
江
洲
氏
は
20
年
間

と
、両
氏
共
に
長
き
に
渡
る
保
護
司
と
し
て

の
活
動
や
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と

な
っ
た
。

　
浜
比
嘉
氏
は｢

叙
勲
の
受
章
は
、私
だ
け
で
な

く
、会
員
の
皆
様
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、受
章
し

た
も
の
で
す
。こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、今
後
も
保
護
司
活
動
に
取
り
組
み
、

後
進
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す｣

と
挨
拶
を

し
た
。

ひかりの散歩道 TONAN Night Decoration

り
ゅ
う
く

そ
う
め
い
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国
際
色
に
富
ん
だ
沖
縄
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
ま
つ
り「
沖
縄
国
際
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
５
」が
11
月
28
日
と
29
日
に
、ゲ
ー

ト
通
り
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。今
年
も
ゲ
ー
ト
＃
２
フ
ェ
ス
タ
と
沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｘ
２
０
１
５
が

同
時
開
催
さ
れ
、来
場
者
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
ま
つ
り
を
楽
し
ん
だ
。

　
カ
ー
ニ
バ
ル
初
日
は
、全
長
90
メ
ー
ト
ル
、重
量
８
ト
ン
の
大
綱
を
引
き
合
う
国
際
大
綱
引
き
や
、約
40
の
団
体
や
企
業
、サ
ー

ク
ル
な
ど
が
各
々
を
Ｐ
Ｒ
す
る
カ
ー
ニ
バ
ル
パ
レ
ー
ド
、サ
ン
バ
や
チ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

る
サ
ン
バ
ス
テ
ー
ジ
、優
勝
チ
ー
ム
は
Ｆ
Ｃ
琉
球
の
選
手
に
挑
戦
で
き
る
少
年
サ
ッ
カ
ー
Ｐ
Ｋ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。二
日
目

は
バ
イ
ク
愛
好
家
自
慢
の
ハ
ー
レ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
、ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
イ
ク
な
ど
に
よ
る
バ
イ
ク
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ

た
ほ
か
、ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
や
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
ス
テ
ー
ジ
、ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
催
さ
れ
、各
会
場
に
は

大
勢
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。ま
た
、会
場
の
一
角
で
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
展
も
開
催
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
オ
フ
ロ
ー
ド

カ
ー
、ク
ラ
ッ
シ
ク
カ
ー
な
ど
が
展
示
さ
れ
、ジ
ム
カ
ー
ナ
の
迫
力
あ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
走
行
も
披
露
さ
れ
た
。

▲オープニングは市芸能団体協議会の伝統芸能 ▲多数のアーティストが出演し熱気あふれるライブを披露▲ＦＣ琉球に挑戦だ（少年サッカーＰＫ大会）▲観客も思わず力が入るアームレスリング大会▲オールディーズファッションでダンス

▲かわいらしいチビさなじぃ達▲

台湾の撼動
特技団による
パフォーマンス

▲カッコいいバイクに乗って記念撮影 ▲1年ぶりに復活。バイクファンにはたまらないバイクパレード

▲今年の国際大綱引きは２勝１分で東の勝利　

▲華やかなステージで盛り上がるサンバステージ ▲今年も公認サンタが登場し、まつりを盛り上げた

沖縄国際カーニバル２０１５ 国際色豊かな まつりに48,000人が来場

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス

▲間近で見るジムカーナのデモ走行は大迫力

▲裾の長いスカートを大きく振り回して踊る
　メキシカンダンス

▲観客を楽しませたカーニバルパレード▲アクロバティックな動きが魅力のカポエイラ

恒例の大綱引きやパレード、サンバなど多彩な催しに笑顔と熱気
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国
際
色
に
富
ん
だ
沖
縄
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
ま
つ
り「
沖
縄
国
際
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
５
」が
11
月
28
日
と
29
日
に
、ゲ
ー

ト
通
り
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。今
年
も
ゲ
ー
ト
＃
２
フ
ェ
ス
タ
と
沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｘ
２
０
１
５
が

同
時
開
催
さ
れ
、来
場
者
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
ま
つ
り
を
楽
し
ん
だ
。

　
カ
ー
ニ
バ
ル
初
日
は
、全
長
90
メ
ー
ト
ル
、重
量
８
ト
ン
の
大
綱
を
引
き
合
う
国
際
大
綱
引
き
や
、約
40
の
団
体
や
企
業
、サ
ー

ク
ル
な
ど
が
各
々
を
Ｐ
Ｒ
す
る
カ
ー
ニ
バ
ル
パ
レ
ー
ド
、サ
ン
バ
や
チ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

る
サ
ン
バ
ス
テ
ー
ジ
、優
勝
チ
ー
ム
は
Ｆ
Ｃ
琉
球
の
選
手
に
挑
戦
で
き
る
少
年
サ
ッ
カ
ー
Ｐ
Ｋ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。二
日
目

は
バ
イ
ク
愛
好
家
自
慢
の
ハ
ー
レ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
、ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
イ
ク
な
ど
に
よ
る
バ
イ
ク
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ

た
ほ
か
、ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
や
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
ス
テ
ー
ジ
、ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
催
さ
れ
、各
会
場
に
は

大
勢
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。ま
た
、会
場
の
一
角
で
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
展
も
開
催
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
オ
フ
ロ
ー
ド

カ
ー
、ク
ラ
ッ
シ
ク
カ
ー
な
ど
が
展
示
さ
れ
、ジ
ム
カ
ー
ナ
の
迫
力
あ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
走
行
も
披
露
さ
れ
た
。

▲オープニングは市芸能団体協議会の伝統芸能 ▲多数のアーティストが出演し熱気あふれるライブを披露▲ＦＣ琉球に挑戦だ（少年サッカーＰＫ大会）▲観客も思わず力が入るアームレスリング大会▲オールディーズファッションでダンス

▲かわいらしいチビさなじぃ達▲

台湾の撼動
特技団による
パフォーマンス

▲カッコいいバイクに乗って記念撮影 ▲1年ぶりに復活。バイクファンにはたまらないバイクパレード

▲今年の国際大綱引きは２勝１分で東の勝利　

▲華やかなステージで盛り上がるサンバステージ ▲今年も公認サンタが登場し、まつりを盛り上げた

沖縄国際カーニバル２０１５ 国際色豊かな まつりに48,000人が来場

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス

▲間近で見るジムカーナのデモ走行は大迫力

▲裾の長いスカートを大きく振り回して踊る
　メキシカンダンス

▲観客を楽しませたカーニバルパレード▲アクロバティックな動きが魅力のカポエイラ

恒例の大綱引きやパレード、サンバなど多彩な催しに笑顔と熱気
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▼

や
ま
っ
ち
の
「
大
き
な
カ
ブ
」
に
は
多
数
の
キ
ャ

　ラ
ク
タ
ー
が
登
場

▼

合
奏
を
披
露
す
る
基
隆
輔
大
聖
心
小
学
校
弦
樂
團

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

　
市
の
山
内
に
あ
る
桃
山
公
園
内

体
験
学
習
施
設
や
ま
っ
ち
で
11
月

21
日
に
、や
ま
っ
ち
ま
つ
り
が
初

開
催
さ
れ
た
。

　
ま
つ
り
で
は「
や
ま
っ
ち
ス

テ
ー
ジ
」が
設
置
さ
れ
、山
内
小
学

校
２
年
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
演
劇

「
大
き
な
カ
ブ
」や
、や
ま
っ
ち
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
の
ダ
ン
ス
、ク
ラ
ウ

ン
チ
ャ
ー
リ
ー
の
バ
ル
ー
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
ほ

か
、地
域
の
こ
ど
も
達
や
保
護
者

達
が
出
演
し
、三
線
や
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
、オ
ル
ガ
ン
な
ど
を
演
奏

し
た
。ま
た
、山
内
中
学
校
科
学
部

に
よ
る
科
学
工
作「
い
ろ
が
わ
り

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」や
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
こ
こ
ろ
ひ
ま
わ
り
に
よ
る
カ

ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
体
験
の
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、山
内
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ

る
、や
ま
む
む
会
が「
や
ま
っ
ち
商

店
」を
出
店
し
、か
き
氷
や
駄
菓
子

を
販
売
し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、お

も
ち
ゃ
の
金
魚
す
く
い
、射
的
な

ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
設
営
さ

れ
、会
場
は
大
勢
の
こ
ど
も
達
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

や
ま
っ
ち
ま
つ
り
初
開
催

　
登
川
子
ど
も
会（
屋
宜
宣
芳
会

長
）の
児
童
32
人
が
、平
成
27
年
度 

沖
縄
市
こ
ど
も
の
文
化
活
動
支
援

助
成
金
を
活
用
し
、11
月
６
日
か

ら
９
日
の
日
程
で
台
湾
を
訪
ね
、

寺
院
や
ま
つ
り
で
エ
イ
サ
ー
を
披

露
し
た
。こ
ど
も
達
は
８
日
に
台

中
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
台
湾
音
楽
舞

踊
芸
術
祭
を
は
じ
め
、６
日
は
台

北
市
の
霞
海
城
隍
廟
、７
日
は
同

市
の
西
本
願
寺
で
エ
イ
サ
ー
演
舞

を
披
露
し
た
。

　
同
子
ど
も
会
の
海
外
公
演
は
、

５
月
に
市
内
で
開
催
さ
れ
た
第
５

回
台
湾
・
沖
縄
音
楽
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
台
湾
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
知
り
合
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
実
現
し
た
。屋
宜

会
長
は「
海
外
で
の
公
演
に
、初
め

は
と
ま
ど
い
を
見
せ
る
場
面
も

あ
っ
た
が
、台
湾
音
楽
舞
踊
芸
術

祭
で
は
２
５
０
０
人
の
観
客
を
前

に
堂
々
と
演
舞
し
た
。こ
ど
も
達

は
、数
日
の
間
で
目
に
見
え
て
成

長
し
て
お
り
、今
回
の
派
遣
で
得

ら
れ
た
知
識
と
経
験
は
大
変
貴
重

な
も
の
」と
話
し
た
。

　
沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
ｍ

ｕ
ｓ
ｉ
ｘ
２
０
１
５（
同
実
行
委

員
会
主
催
）が
11
月
27
日
か
ら
30

日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
市

民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー
や
コ
ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
、市
内
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。

　
市
民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー
で

は
28
日
に
第
６
回
台
湾
・
沖
縄
音

楽
交
流
会
が
行
わ
れ
、台
湾
と
沖

縄
の
小
学
生
か
ら
プ
ロ
ま
で
、多

彩
な
出
演
者
に
よ
る
演
奏
で
観

客
を
楽
し
ま
せ
た
。29
日
に
開
催

さ
れ
た「
ア
ジ
ア
の
芸
能
と
日

本
。民
族
音
楽
と
芸
能
で
結
ぶ

絆
」で
は
、新
良
幸
人
さ
ん
や
仲

宗
根
サ
ン
デ
ー
哲
さ
ん
、あ
ん
み

通
、上
地
恵
里
紗
さ
ん
、辺
土
名

直
子
さ
ん
が
出
演
し
、三
弦
や
二

胡
、津
軽
三
味
線
な
ど
の
演
奏
を

披
露
し
た
。ゲ
ー
ト
通
り
で
は
台

湾
の
伝
統
芸
能
や
オ
ペ
ラ
、吹
奏

楽
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
演

目
が
披
露
さ
れ
、市
内
の
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
は
台
湾
で
人
気
の
学
生

バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上

が
っ
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、コ
ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
で
は
吹

奏
楽
、ロ
ッ
ク
、三
味
線
な
ど
の

ラ
イ
ブ
や
二
胡
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

▲ミュージックタウン音楽広場にも多数の出演者が登場し、吹奏楽、
　ロック、三味線など多彩なステージで観客を楽しませた

▲新良幸人さんと上地恵里紗さんによる三線と二胡の
　コラボレーション

台湾基隆輔大聖心小学校弦樂團
　
台
湾
の
基
隆
輔
大
聖
心
小

学
校
弦
樂
團
が
、
11
月
27
日

か
ら
30
日
の
日
程
で
沖
縄
を

訪
れ
、沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音

楽
祭
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｘ
２
０
１
５

や
沖
縄
国
際
カ
ー
ニ
バ
ル
、

第
６
回
台
湾
・
沖
縄
音
楽
交

流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演

し
た
ほ
か
、30
日
に
は
市
役
所

と
コ
ザ
小
学
校
を
訪
問
し
交

流
し
た
。

　
コ
ザ
小
学
校
を
訪
れ
た
同

弦
樂
團
は
、音
楽
交
流
や
演

劇
鑑
賞
、授
業
見
学
な
ど
で

同
校
の
児
童
と
友
好
を
深
め

た
。音
楽
交
流
で
同
弦
樂
團

は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ

な
ど
の
弦
楽
器
に
よ
る
合
奏

を
披
露
し
、コ
ザ
小
学
校
は

６
年
生
が
歌
を
歌
っ
た
。

　
沖
縄
市
と
台
湾
の
交
流

は
、沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽

祭
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｘ
に
台
湾
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
盛
ん
に

な
り
、民
間
で
も
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
交
流
が

進
ん
で
い
る
。同
弦
樂
團
が

出
演
し
た
台
湾
・
沖
縄
音
楽

交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

不
定
期
で
年
に
数
回
開
催
さ

れ
て
い
る
。

台湾の弦樂團が公演  小学生とも交流

▼

エ
イ
坊
も
登
場
し
、
児
童
は
楽
し
み
な
が
ら
エ
イ

　サ
ー
に
つ
い
て
学
ん
だ

中の町小でエイサー講座
　
児
童
に
市
を
代
表
す
る
伝

統
芸
能
の
エ
イ
サ
ー
に
関
す

る
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、中
の
町
小
学
校
で
11
月

24
日
に
出
張
エ
イ
サ
ー
講
座

（
市
観
光
物
産
振
興
協
会
エ

イ
サ
ー
会
館
準
備
室
エ
イ

サ
ー
家
主
催
）が
行
わ
れ
、同

校
の
３
年
生
が
受
講
し
た
。

　
講
座
で
は
エ
イ
サ
ー
の
起

源
や
種
類
、踊
り
手
の
役
割
に

つ
い
て
の
説
明
、エ
イ
サ
ー
を

踊
っ
て
い
る
青
年
会
や
、市
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
イ

サ
ー
の
ま
ち
沖
縄
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、街
灯
、マ

ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
紹
介
、エ
イ

サ
ー
に
関
す
る
質
問
タ
イ
ム
、

エ
イ
サ
ー
体
験
、市
の
エ
イ

サ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
エ
イ
坊

と
の
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
、児

童
は
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
。

　
出
張
エ
イ
サ
ー
講
座
は
、市

内
の
小
学
校
や
中
学
校
、児

童
館
、自
治
会
を
対
象
に
無

料
で
開
催
し
て
い
る
。

問
合
せ
／
沖
縄
市
観
光
物
産

振
興
協
会
エ
イ
サ
ー
会
館
準

備
室
エ
イ
サ
ー
家

電
話
／
９
８
９‐

５
０
６
６

エイサーについて学ぼう

登
川
子
ど
も
会
海
外
公
演

台
湾
で
堂
々
エ
イ
サ
ー

▶
観
客
の
声
援
を
受
け
、
元
気
に
踊
る
こ
ど
も
達

　（登
川
子
ど
も
会
提
供
）

キ
ー
ル
ン
ホ
ダ
イ
セ
イ
シ
ン

に

こ

ア
ジ
ア
の
音
楽
を
ま
と
め
て
楽
し
も
う

沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｘ
２
０
１
５

シ
ア
ハ
イ
チ
ェ
ン
ホ
ワ
ン
ミ
ャ
オ

　
市
内
の
11
団
体
で
構
成
す
る
沖

縄
市
商
店
街
を
元
気
に
す
る
会

（
上
間
義
正
会
長
）が
、第
１
回
わ

ん
こ
そ
ば
全
国
大
会
沖
縄
コ
ザ
場

所
を
、12
月
13
日
に
一
番
街
商
店

街
で
開
催
し
た
。

　
大
会
は
、市
中
心
市
街
地
の
商

店
街
や
通
り
会
が
連
帯
感
を
高

め
、経
済
性
、生
産
性
の
向
上
と
、

地
域
商
店
街
に
対
す
る
愛
着
心

の
高
揚
を
図
り
、活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、岩
手
県
花

巻
市
観
光
協
会
と
花
巻
信
用
金

庫
の
協
力
の
も
と
、初
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、上
間
会
長
は「
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
一
助
に
な

る
よ
う
に
、一
緒
に
元
気
を
取
り

戻
し
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
た
。

　
競
技
は
、制
限
時
間
内
に
わ
ん

こ
そ
ば
を
何
杯
食
べ
ら
れ
る
か
を

競
う
も
の
で
、制
限
時
間
２
分
間

の
小
学
生
の
部
に
30
人
、３
分
間

の
一
般
の
部
に
50
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
勝
負
を
仕
切
る
行
司
の

合
図
で
い
っ
せ
い
に
わ
ん
こ
そ
ば

に
箸
を
伸
ば
し
、勢
い
よ
く
平
ら

げ
て
い
っ
た
。会
場
に
は
大
勢
の

観
客
が
集
ま
り
、声
援
が
飛
び

交
っ
た
。

　
小
学
生
の
部
は
、中
根
守
君（
美

原
小
５
年
）が
36
杯
で
優
勝
。一
般

の
部
は
、喜
納
隆
太
さ
ん（
那
覇

市
）が
80
杯
を
平
ら
げ
て
優
勝
し

た
。喜
納
さ
ん
は
２
月
に
岩
手
県

花
巻
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ

出
場
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

▲次々とわんこそばを平らげていく参加者

▲小学生も真剣勝負

地
域
活
性
に
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
！

地
域
活
性
に
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
！

第
１
回
わ
ん
こ
そ
ば
全
国
大
会
沖
縄
コ
ザ
場
所
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▼

や
ま
っ
ち
の
「
大
き
な
カ
ブ
」
に
は
多
数
の
キ
ャ

　ラ
ク
タ
ー
が
登
場

▼

合
奏
を
披
露
す
る
基
隆
輔
大
聖
心
小
学
校
弦
樂
團

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

　
市
の
山
内
に
あ
る
桃
山
公
園
内

体
験
学
習
施
設
や
ま
っ
ち
で
11
月

21
日
に
、や
ま
っ
ち
ま
つ
り
が
初

開
催
さ
れ
た
。

　
ま
つ
り
で
は「
や
ま
っ
ち
ス

テ
ー
ジ
」が
設
置
さ
れ
、山
内
小
学

校
２
年
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
演
劇

「
大
き
な
カ
ブ
」や
、や
ま
っ
ち
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
の
ダ
ン
ス
、ク
ラ
ウ

ン
チ
ャ
ー
リ
ー
の
バ
ル
ー
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
ほ

か
、地
域
の
こ
ど
も
達
や
保
護
者

達
が
出
演
し
、三
線
や
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
、オ
ル
ガ
ン
な
ど
を
演
奏

し
た
。ま
た
、山
内
中
学
校
科
学
部

に
よ
る
科
学
工
作「
い
ろ
が
わ
り

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」や
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
こ
こ
ろ
ひ
ま
わ
り
に
よ
る
カ

ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
体
験
の
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、山
内
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ

る
、や
ま
む
む
会
が「
や
ま
っ
ち
商

店
」を
出
店
し
、か
き
氷
や
駄
菓
子

を
販
売
し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、お

も
ち
ゃ
の
金
魚
す
く
い
、射
的
な

ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
設
営
さ

れ
、会
場
は
大
勢
の
こ
ど
も
達
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

や
ま
っ
ち
ま
つ
り
初
開
催

　
登
川
子
ど
も
会（
屋
宜
宣
芳
会

長
）の
児
童
32
人
が
、平
成
27
年
度 

沖
縄
市
こ
ど
も
の
文
化
活
動
支
援

助
成
金
を
活
用
し
、11
月
６
日
か

ら
９
日
の
日
程
で
台
湾
を
訪
ね
、

寺
院
や
ま
つ
り
で
エ
イ
サ
ー
を
披

露
し
た
。こ
ど
も
達
は
８
日
に
台

中
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
台
湾
音
楽
舞

踊
芸
術
祭
を
は
じ
め
、６
日
は
台

北
市
の
霞
海
城
隍
廟
、７
日
は
同

市
の
西
本
願
寺
で
エ
イ
サ
ー
演
舞

を
披
露
し
た
。

　
同
子
ど
も
会
の
海
外
公
演
は
、

５
月
に
市
内
で
開
催
さ
れ
た
第
５

回
台
湾
・
沖
縄
音
楽
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
台
湾
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
知
り
合
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
実
現
し
た
。屋
宜

会
長
は「
海
外
で
の
公
演
に
、初
め

は
と
ま
ど
い
を
見
せ
る
場
面
も

あ
っ
た
が
、台
湾
音
楽
舞
踊
芸
術

祭
で
は
２
５
０
０
人
の
観
客
を
前

に
堂
々
と
演
舞
し
た
。こ
ど
も
達

は
、数
日
の
間
で
目
に
見
え
て
成

長
し
て
お
り
、今
回
の
派
遣
で
得

ら
れ
た
知
識
と
経
験
は
大
変
貴
重

な
も
の
」と
話
し
た
。

　
沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
ｍ

ｕ
ｓ
ｉ
ｘ
２
０
１
５（
同
実
行
委

員
会
主
催
）が
11
月
27
日
か
ら
30

日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
市

民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー
や
コ
ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
、市
内
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。

　
市
民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー
で

は
28
日
に
第
６
回
台
湾
・
沖
縄
音

楽
交
流
会
が
行
わ
れ
、台
湾
と
沖

縄
の
小
学
生
か
ら
プ
ロ
ま
で
、多

彩
な
出
演
者
に
よ
る
演
奏
で
観

客
を
楽
し
ま
せ
た
。29
日
に
開
催

さ
れ
た「
ア
ジ
ア
の
芸
能
と
日

本
。民
族
音
楽
と
芸
能
で
結
ぶ

絆
」で
は
、新
良
幸
人
さ
ん
や
仲

宗
根
サ
ン
デ
ー
哲
さ
ん
、あ
ん
み

通
、上
地
恵
里
紗
さ
ん
、辺
土
名

直
子
さ
ん
が
出
演
し
、三
弦
や
二

胡
、津
軽
三
味
線
な
ど
の
演
奏
を

披
露
し
た
。ゲ
ー
ト
通
り
で
は
台

湾
の
伝
統
芸
能
や
オ
ペ
ラ
、吹
奏

楽
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
演

目
が
披
露
さ
れ
、市
内
の
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
は
台
湾
で
人
気
の
学
生

バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上

が
っ
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、コ
ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
で
は
吹

奏
楽
、ロ
ッ
ク
、三
味
線
な
ど
の

ラ
イ
ブ
や
二
胡
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

▲ミュージックタウン音楽広場にも多数の出演者が登場し、吹奏楽、
　ロック、三味線など多彩なステージで観客を楽しませた

▲新良幸人さんと上地恵里紗さんによる三線と二胡の
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の
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に
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か
、30
日
に
は
市
役
所

と
コ
ザ
小
学
校
を
訪
問
し
交

流
し
た
。

　
コ
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小
学
校
を
訪
れ
た
同

弦
樂
團
は
、音
楽
交
流
や
演

劇
鑑
賞
、授
業
見
学
な
ど
で
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の
児
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と
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好
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た
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楽
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流
で
同
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は
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や
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な
ど
の
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に
よ
る
合
奏

を
披
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し
、コ
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小
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は
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を
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た
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市
と
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の
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は
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に
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の
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こ
と
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に
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に
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り
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間
で
も
イ
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が
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な
ど
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進
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が

出
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た
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・
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楽
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流
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、

不
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で
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に
数
回
開
催
さ

れ
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る
。

台湾の弦樂團が公演  小学生とも交流

▼

エ
イ
坊
も
登
場
し
、
児
童
は
楽
し
み
な
が
ら
エ
イ

　サ
ー
に
つ
い
て
学
ん
だ

中の町小でエイサー講座
　
児
童
に
市
を
代
表
す
る
伝

統
芸
能
の
エ
イ
サ
ー
に
関
す

る
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、中
の
町
小
学
校
で
11
月

24
日
に
出
張
エ
イ
サ
ー
講
座

（
市
観
光
物
産
振
興
協
会
エ

イ
サ
ー
会
館
準
備
室
エ
イ

サ
ー
家
主
催
）が
行
わ
れ
、同

校
の
３
年
生
が
受
講
し
た
。

　
講
座
で
は
エ
イ
サ
ー
の
起

源
や
種
類
、踊
り
手
の
役
割
に

つ
い
て
の
説
明
、エ
イ
サ
ー
を

踊
っ
て
い
る
青
年
会
や
、市
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
イ

サ
ー
の
ま
ち
沖
縄
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、街
灯
、マ

ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
紹
介
、エ
イ

サ
ー
に
関
す
る
質
問
タ
イ
ム
、

エ
イ
サ
ー
体
験
、市
の
エ
イ

サ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
エ
イ
坊

と
の
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
、児

童
は
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
。

　
出
張
エ
イ
サ
ー
講
座
は
、市

内
の
小
学
校
や
中
学
校
、児

童
館
、自
治
会
を
対
象
に
無

料
で
開
催
し
て
い
る
。

問
合
せ
／
沖
縄
市
観
光
物
産

振
興
協
会
エ
イ
サ
ー
会
館
準

備
室
エ
イ
サ
ー
家

電
話
／
９
８
９‐

５
０
６
６

エイサーについて学ぼう

登
川
子
ど
も
会
海
外
公
演

台
湾
で
堂
々
エ
イ
サ
ー

▶
観
客
の
声
援
を
受
け
、
元
気
に
踊
る
こ
ど
も
達

　（登
川
子
ど
も
会
提
供
）

キ
ー
ル
ン
ホ
ダ
イ
セ
イ
シ
ン

に

こ

ア
ジ
ア
の
音
楽
を
ま
と
め
て
楽
し
も
う

沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｘ
２
０
１
５

シ
ア
ハ
イ
チ
ェ
ン
ホ
ワ
ン
ミ
ャ
オ

　
市
内
の
11
団
体
で
構
成
す
る
沖

縄
市
商
店
街
を
元
気
に
す
る
会

（
上
間
義
正
会
長
）が
、第
１
回
わ

ん
こ
そ
ば
全
国
大
会
沖
縄
コ
ザ
場

所
を
、12
月
13
日
に
一
番
街
商
店

街
で
開
催
し
た
。

　
大
会
は
、市
中
心
市
街
地
の
商

店
街
や
通
り
会
が
連
帯
感
を
高

め
、経
済
性
、生
産
性
の
向
上
と
、

地
域
商
店
街
に
対
す
る
愛
着
心

の
高
揚
を
図
り
、活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、岩
手
県
花

巻
市
観
光
協
会
と
花
巻
信
用
金

庫
の
協
力
の
も
と
、初
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、上
間
会
長
は「
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
一
助
に
な

る
よ
う
に
、一
緒
に
元
気
を
取
り

戻
し
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
た
。

　
競
技
は
、制
限
時
間
内
に
わ
ん

こ
そ
ば
を
何
杯
食
べ
ら
れ
る
か
を

競
う
も
の
で
、制
限
時
間
２
分
間

の
小
学
生
の
部
に
30
人
、３
分
間

の
一
般
の
部
に
50
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
勝
負
を
仕
切
る
行
司
の

合
図
で
い
っ
せ
い
に
わ
ん
こ
そ
ば

に
箸
を
伸
ば
し
、勢
い
よ
く
平
ら

げ
て
い
っ
た
。会
場
に
は
大
勢
の

観
客
が
集
ま
り
、声
援
が
飛
び

交
っ
た
。

　
小
学
生
の
部
は
、中
根
守
君（
美

原
小
５
年
）が
36
杯
で
優
勝
。一
般

の
部
は
、喜
納
隆
太
さ
ん（
那
覇

市
）が
80
杯
を
平
ら
げ
て
優
勝
し

た
。喜
納
さ
ん
は
２
月
に
岩
手
県

花
巻
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ

出
場
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

▲次々とわんこそばを平らげていく参加者

▲小学生も真剣勝負

地
域
活
性
に
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
！

地
域
活
性
に
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
！

第
１
回
わ
ん
こ
そ
ば
全
国
大
会
沖
縄
コ
ザ
場
所
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　通知カードは世帯主宛、世帯全員分が「簡易書留」、「転送不要」郵便で住民票の住所に送付されますが、

ご不在の場合は郵便局より不在連絡票が投函されます。郵便局での保管期間内にお受け取りになれな

かった方の通知カードは沖縄市役所市民課へ返戻されます。

　返戻された通知カードは市民課窓口でお受け取りが可能です。ご希望の方は、必ずお電話で返戻状況を

ご確認のうえ、下記の「お受け取りの際に必要なもの」を持参し、お受け取り下さい。

　（窓口へお越しの際には、「個人番号通知カード窓口交付受付票」の記載がございます）

通知カードのお受け取り場所

　沖縄市役所　1階　市民課窓口

　受付時間：平日　午前8時30分～午後5時15分（正午から午後1時を除く）

お受け取りの際に必要なもの

　○本人または、同世帯の方がお受け取りになる場合
　　・市民課窓口へお越しの方の本人確認書類（下記の本人確認書類一覧を参照）

　　※同居していても、住民票上別世帯となっている場合は、下記の代理人がお受け取りの場合と同様の

　　　書類が必要です。

　○代理人がお受け取りの場合の必要書類
　　・通知カード名義人の本人確認書類（下記の本人確認書類一覧を参照）

　　・代理人の本人確認書類（下記の本人確認書類一覧を参照）

　　・戸籍謄本その他その資格を証明する書類（法定代理人がお受け取りの場合。本籍地が沖縄市にあり、

　　  市役所で親権者等の資格確認ができる場合は不要）

　　・委任状など本人の委任の事実を確認することができる書類（任意代理人がお受け取りの場合）

お受け取り窓口・お問い合せ先

　沖縄市役所 市民課　　電話： 939-1212（内線3127･3128･3115）

愛称：マイナちゃん

通知カードをお受け取りになれなかった方へ
平成28年１月より、医療保険等の社会保障の手続きや税の手続きで、マイナンバーの利用が
開始されます。

「
食
改
さ
ん
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
食
改
さ
ん
は
、正
式
名
称
を
食
生

活
改
善
推
進
員
と
言
い
、「
私
達
の

健
康
は
私
達
の
手
で
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
進
め

て
い
る
、ピ
ン
ク
の
エ
プ
ロ
ン
が
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
地
域
の
お
母
さ

ん
的
存
在
で
す
。

　
活
動
内
容
は
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

の
普
及（
１
食
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が

６
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
前
後
）が
主
で
す

が
、「
男
の
料
理
教
室
」や「
お
や
こ
の

食
育
教
室
」な
ど
対
象
の
特
性
に
応

じ
た
食
育
活
動
を
展
開
す
る
ほ
か
、

市
の
行
う
健
康
づ
く
り
教
室
に
も

協
力
す
る
な
ど
幅
広
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
場
所
も
調
理
室
の
あ
る
施

設
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、自
宅・公
民

館・保
育
所（
園
）な
ど
様
々
な
場
所

で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、市
内
に
は
１
６
０
人
近
く

の
食
改
さ
ん
が
い
ま
す
の
で
、ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
作
り
方
な
ど
に
興

味
が
あ
る
方
は
、事
務
局（
市
民
健

康
課
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、２
月
３
日
に
は
市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
ミ
ニ
健

康
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、会
場
へ

足
を
お
運
び
の
上
、食
改
さ
ん
の
活

動
の
様
子
を
そ
の

目
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

市
民
健
康
課

健
康
推
進
係

（
内
線
２
２
４
１
）

Ａ

Ｂ

運転免許証、旅券（パスポート）、住民基本台帳カード（写真付き）、身体障害者手帳、

精神障害者保健福祉手帳（写真付き）、療育手帳、在留カードなど

地方公共団体が交付する敬老手帳、生活保護受給者証、健康保険証、介護保険被保険者証、

各種年金証書、年金手帳、児童扶養手当証書、預金通帳、社員証など

本人確認書類一覧 （Aの書類を１点、Ａの書類をお持ちでない場合はＢの書類を2点）

優
れ
た
技
能
と
功
績
を
称
え
る

　
長
く
同
一
職
種
に
従
事
し
、技

能
の
練
磨
や
後
進
の
育
成
な
ど
、

そ
の
職
種
の
向
上
発
展
に
寄
与
し

た
優
秀
な
技
能
者
の
功
労
を
称
え

る
平
成
27
年
度 

沖
縄
市
技
能
功

労
者
表
彰
式
が
、11
月
27
日
に
沖

縄
市
役
所
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
、表
彰
さ
れ
た
技
能
功

労
者
は
９
人
。表
彰
式
で
は
、各
技

能
功
労
者
の
功
績
が
紹
介
さ
れ
た

後
、桑
江
市
長
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
、表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
、被
表
彰
者
を
代
表
し
て
我
如

古
英
一
氏
が「
周
囲
の
方
々
か
ら

ご
指
導
頂
き
、こ
れ
ま
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
。こ
れ
か
ら
も
地
域
社

会
に
役
立
っ
て
い
き
た
い
」と
謝

辞
を
述
べ
た
。ま
た
、会
場
に
は
、

被
表
彰
者
の
親
族
や
友
人
、関
係

者
ら
が
集
い
、技
能
功
労
者
の
功

績
を
称
え
た
。

　
被
表
彰
者
は
、次
の
９
人

　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
禰
保
充
昭（
タ
イ
ル
工
）、仲
村

俊
子（
美
容
師
）、福
里
晃（
自
動
車

整
備
士
）、大
城
隆（
自
動
車
整
備

士
）、我
如
古
英
一（
自
動
車
電
装

備
整
備
士
）、山
城
昌
之（
防
水
施

工
技
能
士
）、石
原
昌
卓（
鉄
骨
加

工
作
業
員
）、永
山
昇（
精
米
師
）、

マ
ス
ミ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス（
司
会
業
）

平
成
27
年
度 

沖
縄
市
技
能
功
労
者
表
彰
式

▼

返
礼
品
を
充
実
し
、
市
の
魅
了
を
Ｐ
Ｒ
す
る
桑
江
市
長

　（
中
央
）
と
担
当
者

市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
か
ら
意
見
書

　
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
の
新
垣
直
彦
会
長
ら
は
12
月
２

日
、平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
に
か
け
て
実
施
予
定
の
次
期

沖
縄
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
案
に
関
す
る
意
見
書
を

桑
江
市
長
に
提
出
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、交
流
街
と
し
て

の
機
能
強
化
に
よ
る
居
住
者
の

定
着
、地
域
住
民
の
計
画
へ
の
参

加
、子
育
て
世
代
や
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
、

中
心
市
街
地
へ
の
流
入
を
目
的

と
し
た
ア
ク
セ
ス
強
化
や
駐
車

場
の
整
備
、宿
泊
施
設
の
誘
致
な

ど
を
要
望
し
た
。桑
江
市
長
は

「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
中
心

市
街
地
は
少
し
ず
つ
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。今
後
も

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」と
話

し
、新
垣
会
長
は「
中
心
市
街
地

の
集
客
が
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
一

時
的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、常

に
人
で
に
ぎ
わ
う
状
態
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、中
心

市
街
地
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

と
独
居
高
齢
者
の
便
も
図
る
必

要
が
あ
る
」と
指
摘
し
た
。

次
期
計
画
へ
の
要
望
を
市
長
へ

ふるさと沖縄市応援寄附金

　
個
人
が
応
援
す
る
自
治
体
に
納
税（
寄
附
）す
る
こ
と
で
、

寄
附
し
た
自
治
体
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、寄
附
金
の
一
定

額
が
税
控
除
さ
れ
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」。全
国
的
に
話
題
と

な
る
同
制
度
を
活
用
し
よ
う
と
、市
財
政
課
が
、こ
れ
ま
で

の
手
続
方
法
や
返
礼
品
の
充
実
化
を
行
っ
た
。

　
充
実
さ
れ
た
内
容
は
、寄
附
の
手
続
き
方
法
を
、こ
れ
ま

で
の
申
請
に
よ
る
受
付
に
加
え
、専
用
サ
イ
ト
か
ら
も
受

付
し
、支
払
手
続
き
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
他
、寄
附
者
へ

の
返
礼
品
も
市
産
品
な
ど
の
17
品
に
増
や
し
た
。ま
た
、市

で
は
返
礼
品
に
つ
い
て
、イ
ベ
ン
ト
ツ
ア
ー
な
ど
の
追
加

を
検
討
し
、今
後
も
市
の
魅
力
発
信
を
強
化
す
る
予
定
。

■
ふ
る
さ
と
沖
縄
市
応
援
寄
附
金
の
専
用
サ
イ
ト

　（
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」内
）

　http://w
w

w
.satofull.jp/city-okinaw

a-okinaw
a/

■
お
問
い
合
せ

　
財
政
課
　
９
３
９

－

１
２
１
２
　
内
線
２
３
３
２

▲

技
能
功
労
表
彰
者
と
関
係
者

▲

意
見
書
を
桑
江
市
長
に
提
出
す
る
新
垣
会
長（
右
）

▲

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

　
我
如
古
英
一
さ
ん
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　通知カードは世帯主宛、世帯全員分が「簡易書留」、「転送不要」郵便で住民票の住所に送付されますが、

ご不在の場合は郵便局より不在連絡票が投函されます。郵便局での保管期間内にお受け取りになれな

かった方の通知カードは沖縄市役所市民課へ返戻されます。

　返戻された通知カードは市民課窓口でお受け取りが可能です。ご希望の方は、必ずお電話で返戻状況を

ご確認のうえ、下記の「お受け取りの際に必要なもの」を持参し、お受け取り下さい。

　（窓口へお越しの際には、「個人番号通知カード窓口交付受付票」の記載がございます）

通知カードのお受け取り場所

　沖縄市役所　1階　市民課窓口

　受付時間：平日　午前8時30分～午後5時15分（正午から午後1時を除く）

お受け取りの際に必要なもの

　○本人または、同世帯の方がお受け取りになる場合
　　・市民課窓口へお越しの方の本人確認書類（下記の本人確認書類一覧を参照）

　　※同居していても、住民票上別世帯となっている場合は、下記の代理人がお受け取りの場合と同様の

　　　書類が必要です。

　○代理人がお受け取りの場合の必要書類
　　・通知カード名義人の本人確認書類（下記の本人確認書類一覧を参照）

　　・代理人の本人確認書類（下記の本人確認書類一覧を参照）

　　・戸籍謄本その他その資格を証明する書類（法定代理人がお受け取りの場合。本籍地が沖縄市にあり、

　　  市役所で親権者等の資格確認ができる場合は不要）

　　・委任状など本人の委任の事実を確認することができる書類（任意代理人がお受け取りの場合）

お受け取り窓口・お問い合せ先

　沖縄市役所 市民課　　電話： 939-1212（内線3127･3128･3115）

愛称：マイナちゃん

通知カードをお受け取りになれなかった方へ
平成28年１月より、医療保険等の社会保障の手続きや税の手続きで、マイナンバーの利用が
開始されます。

「
食
改
さ
ん
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
食
改
さ
ん
は
、正
式
名
称
を
食
生

活
改
善
推
進
員
と
言
い
、「
私
達
の

健
康
は
私
達
の
手
で
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
進
め

て
い
る
、ピ
ン
ク
の
エ
プ
ロ
ン
が
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
地
域
の
お
母
さ

ん
的
存
在
で
す
。

　
活
動
内
容
は
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

の
普
及（
１
食
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が

６
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
前
後
）が
主
で
す

が
、「
男
の
料
理
教
室
」や「
お
や
こ
の

食
育
教
室
」な
ど
対
象
の
特
性
に
応

じ
た
食
育
活
動
を
展
開
す
る
ほ
か
、

市
の
行
う
健
康
づ
く
り
教
室
に
も

協
力
す
る
な
ど
幅
広
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
場
所
も
調
理
室
の
あ
る
施

設
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、自
宅・公
民

館・保
育
所（
園
）な
ど
様
々
な
場
所

で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、市
内
に
は
１
６
０
人
近
く

の
食
改
さ
ん
が
い
ま
す
の
で
、ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
作
り
方
な
ど
に
興

味
が
あ
る
方
は
、事
務
局（
市
民
健

康
課
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、２
月
３
日
に
は
市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
ミ
ニ
健

康
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、会
場
へ

足
を
お
運
び
の
上
、食
改
さ
ん
の
活

動
の
様
子
を
そ
の

目
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

市
民
健
康
課

健
康
推
進
係

（
内
線
２
２
４
１
）

Ａ

Ｂ

運転免許証、旅券（パスポート）、住民基本台帳カード（写真付き）、身体障害者手帳、

精神障害者保健福祉手帳（写真付き）、療育手帳、在留カードなど

地方公共団体が交付する敬老手帳、生活保護受給者証、健康保険証、介護保険被保険者証、

各種年金証書、年金手帳、児童扶養手当証書、預金通帳、社員証など

本人確認書類一覧 （Aの書類を１点、Ａの書類をお持ちでない場合はＢの書類を2点）

優
れ
た
技
能
と
功
績
を
称
え
る

　
長
く
同
一
職
種
に
従
事
し
、技

能
の
練
磨
や
後
進
の
育
成
な
ど
、

そ
の
職
種
の
向
上
発
展
に
寄
与
し

た
優
秀
な
技
能
者
の
功
労
を
称
え

る
平
成
27
年
度 

沖
縄
市
技
能
功

労
者
表
彰
式
が
、11
月
27
日
に
沖

縄
市
役
所
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
、表
彰
さ
れ
た
技
能
功

労
者
は
９
人
。表
彰
式
で
は
、各
技

能
功
労
者
の
功
績
が
紹
介
さ
れ
た

後
、桑
江
市
長
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
、表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
、被
表
彰
者
を
代
表
し
て
我
如

古
英
一
氏
が「
周
囲
の
方
々
か
ら

ご
指
導
頂
き
、こ
れ
ま
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
。こ
れ
か
ら
も
地
域
社

会
に
役
立
っ
て
い
き
た
い
」と
謝

辞
を
述
べ
た
。ま
た
、会
場
に
は
、

被
表
彰
者
の
親
族
や
友
人
、関
係

者
ら
が
集
い
、技
能
功
労
者
の
功

績
を
称
え
た
。

　
被
表
彰
者
は
、次
の
９
人

　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
禰
保
充
昭（
タ
イ
ル
工
）、仲
村

俊
子（
美
容
師
）、福
里
晃（
自
動
車

整
備
士
）、大
城
隆（
自
動
車
整
備

士
）、我
如
古
英
一（
自
動
車
電
装

備
整
備
士
）、山
城
昌
之（
防
水
施

工
技
能
士
）、石
原
昌
卓（
鉄
骨
加

工
作
業
員
）、永
山
昇（
精
米
師
）、

マ
ス
ミ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス（
司
会
業
）

平
成
27
年
度 

沖
縄
市
技
能
功
労
者
表
彰
式

▼

返
礼
品
を
充
実
し
、
市
の
魅
了
を
Ｐ
Ｒ
す
る
桑
江
市
長

　（
中
央
）
と
担
当
者

市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
か
ら
意
見
書

　
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
の
新
垣
直
彦
会
長
ら
は
12
月
２

日
、平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
に
か
け
て
実
施
予
定
の
次
期

沖
縄
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
案
に
関
す
る
意
見
書
を

桑
江
市
長
に
提
出
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、交
流
街
と
し
て

の
機
能
強
化
に
よ
る
居
住
者
の

定
着
、地
域
住
民
の
計
画
へ
の
参

加
、子
育
て
世
代
や
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
、

中
心
市
街
地
へ
の
流
入
を
目
的

と
し
た
ア
ク
セ
ス
強
化
や
駐
車

場
の
整
備
、宿
泊
施
設
の
誘
致
な

ど
を
要
望
し
た
。桑
江
市
長
は

「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
中
心

市
街
地
は
少
し
ず
つ
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。今
後
も

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」と
話

し
、新
垣
会
長
は「
中
心
市
街
地

の
集
客
が
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
一

時
的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、常

に
人
で
に
ぎ
わ
う
状
態
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、中
心

市
街
地
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

と
独
居
高
齢
者
の
便
も
図
る
必

要
が
あ
る
」と
指
摘
し
た
。

次
期
計
画
へ
の
要
望
を
市
長
へ

ふるさと沖縄市応援寄附金

　
個
人
が
応
援
す
る
自
治
体
に
納
税（
寄
附
）す
る
こ
と
で
、

寄
附
し
た
自
治
体
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、寄
附
金
の
一
定

額
が
税
控
除
さ
れ
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」。全
国
的
に
話
題
と

な
る
同
制
度
を
活
用
し
よ
う
と
、市
財
政
課
が
、こ
れ
ま
で

の
手
続
方
法
や
返
礼
品
の
充
実
化
を
行
っ
た
。

　
充
実
さ
れ
た
内
容
は
、寄
附
の
手
続
き
方
法
を
、こ
れ
ま

で
の
申
請
に
よ
る
受
付
に
加
え
、専
用
サ
イ
ト
か
ら
も
受

付
し
、支
払
手
続
き
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
他
、寄
附
者
へ

の
返
礼
品
も
市
産
品
な
ど
の
17
品
に
増
や
し
た
。ま
た
、市

で
は
返
礼
品
に
つ
い
て
、イ
ベ
ン
ト
ツ
ア
ー
な
ど
の
追
加

を
検
討
し
、今
後
も
市
の
魅
力
発
信
を
強
化
す
る
予
定
。

■
ふ
る
さ
と
沖
縄
市
応
援
寄
附
金
の
専
用
サ
イ
ト

　（
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」内
）

　http://w
w

w
.satofull.jp/city-okinaw

a-okinaw
a/

■
お
問
い
合
せ

　
財
政
課
　
９
３
９

－

１
２
１
２
　
内
線
２
３
３
２

▲

技
能
功
労
表
彰
者
と
関
係
者

▲

意
見
書
を
桑
江
市
長
に
提
出
す
る
新
垣
会
長（
右
）

▲

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

　
我
如
古
英
一
さ
ん
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本市の財政状況を公表します
沖縄市財政事情書の作成及び公表に関する条例に基づき、平成27年度の上半期の財政状況を公表します。

平成27年11月　沖縄市長　桑江 朝千夫

★ 沖縄市の人口 （平成27年9月末現在）

平成27年9月末 前年度同期 前年比
人口 140,221 人 138,867 人 101%

男 67,909 人 67,226 人 101%

女 72,312 人 71,641 人 101%

世帯数 58,410 世帯 56,960 世帯 103%

面積 49.72 k㎡ 49.03 k㎡ 100%

※平成24年7月9日より、人口及び世帯数に外国人住民の方も含まれます。

★ 主な市有財産の状況 （平成27年9月末現在）

平成27年9月末 前年度同期
土地 7,024,735.16 ㎡ 7,019,930.02 ㎡

建物 398,331.21 ㎡ 409,284.04 ㎡

基金 1,248,706 万円 1,110,947 万円

★ 市税の徴収状況
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

徴収すべき額 収入済額 徴収率 前年度同期
本年度課税分 1,339,763 796,060 59.4% 59.0%

滞納繰越分 107,324 24,889 23.2% 17.2%

★ 一般会計の主な歳入
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

区分 予算現額 割合 前年度同期 前年比
国・県支出金 2,723,735

1,336,546

1,077,455

607,333

1,201,021

6,946,090

51,700

36,211

5,041

2,366

95,318

51,280

35,522

5,296

2,359

94,457

100.8%

101.9%

95.2%

100.3%

100.9%

2,402,895

1,311,705

1,052,244

403,072

879,421

6,049,337

39.2%

19.2%

15.5%

8.7%

17.3%

100.0%

113%

102%

102%

151%

137%

115%

市税
地方交付税

市債(長期借入金)

その他
計

★ 一時借入金の状況
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

平成27年9月末 前年度同期 前年比
一般会計 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－

－

－

－

－

－

国民健康保険事業
下水道事業

土地区画整理事業
介護保険事業

水道事業

★ 市の借入金
（平成27年9月末現在）：一般会計

（単位：万円）

平成27年9月末 前年度同期 前年比
借 入 現 在 高 3,315,846 3,273,756 101.3%

市民一人あたりの借入金 24 24 98.5%

市民一人あたりの支払利子 0.0 0.4 0.1%

★ 一般会計の歳出目的別内訳
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

区分 予算現額 割合 前年度同期 前年比
民生費 3,365,977 

936,235

803,782

669,513

351,130

319,286

229,436

152,830

42,590

75,311

6,946,090

48.5%

13.5%

11.6%

9.6%

5.1%

4.6%

3.3%

2.2%

0.6%

1.1%

100.0%

107%

125%

131%

132%

104%

97%

176%

124%

104%

109%

115%

3,147,341 

750,328

612,345

508,125

336,872

330,517

130,513

123,201

40,960

69,135

6,049,337

教育費
土木費
総務費
衛生費
公債費
商工費
消防費
議会費
その他

合計

★ 各会計の予算執行状況
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

会　計　名 収入済額 収入
収納率 支出済額 支出

執行率
一般会計 2,953,649 

946,734

99,172

16,220

362,360

47,743

185,692

265

42.52%

41.98%

25.93%

30.12%

39.47%

39%

48.64%

1.08%

2,293,463

913,363

128,342

27,520

357,217

41,202

118,112

28,544

33.02%

40.5%

33.55%

51.11%

38.91%

33.66%

34.68%

33.09%

国民健康保険事業
下水道事業

土地区画整理事業
介護保険事業

後期高齢者医療事業

業
事
道
水

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

★ 市民１人あたりの市税負担額
（平成27年9月末現在）

（単位：円）

平成27年9月末 前年度同期 前年比
固定資産税

市民税
市たばこ税
軽自動車税

計
※予算現額÷人口で算出しています。

※ 市民一人あたりの歳出額を、目的別で金額の多い順に並べています。
※ 金額は、平成27年9月30日現在の人口（140,221人）を基に算出しました。

※ホームページ上でも、財政状況の資料を公開しております。下記URLより「市政情報」→「財政」へとお進み下さい。
 URL: http://www.city.okinawa.okinawa.jp/

495,367 円
歳出（一般会計）を

市民一人あたりに換算すると、子育て支援や福祉の充実など

教育・文化・スポーツの充実など

市が借りたお金の返済など

人事・財政など事務事業の運営

市議会の運営

商工業や観光の振興など

消防や救急救命など

農業・林業・漁業の
活性化など

労働者の福祉

災害の復旧など

❶

❷

❻

❹

❾

❼

❽

民生費

教育費

公債費

総務費

議会費

商工費

消防費 その他

240,048円

66,769円

22,770円

47,747円

医療・保健の充実、ごみ対策など

❺ 衛生費

25,041円

3,037円

道路・住宅・公園の整備など

❸ 土木費

57,323円

16,362円

10,899円 5,371円

※基金については、平成27年度9月末残高見込み。
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本市の財政状況を公表します
沖縄市財政事情書の作成及び公表に関する条例に基づき、平成27年度の上半期の財政状況を公表します。

平成27年11月　沖縄市長　桑江 朝千夫

★ 沖縄市の人口 （平成27年9月末現在）

平成27年9月末 前年度同期 前年比
人口 140,221 人 138,867 人 101%

男 67,909 人 67,226 人 101%

女 72,312 人 71,641 人 101%

世帯数 58,410 世帯 56,960 世帯 103%

面積 49.72 k㎡ 49.03 k㎡ 100%

※平成24年7月9日より、人口及び世帯数に外国人住民の方も含まれます。

★ 主な市有財産の状況 （平成27年9月末現在）

平成27年9月末 前年度同期
土地 7,024,735.16 ㎡ 7,019,930.02 ㎡

建物 398,331.21 ㎡ 409,284.04 ㎡

基金 1,248,706 万円 1,110,947 万円

★ 市税の徴収状況
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

徴収すべき額 収入済額 徴収率 前年度同期
本年度課税分 1,339,763 796,060 59.4% 59.0%

滞納繰越分 107,324 24,889 23.2% 17.2%

★ 一般会計の主な歳入
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

区分 予算現額 割合 前年度同期 前年比
国・県支出金 2,723,735

1,336,546

1,077,455

607,333

1,201,021

6,946,090

51,700

36,211

5,041

2,366

95,318

51,280

35,522

5,296

2,359

94,457

100.8%

101.9%

95.2%

100.3%

100.9%

2,402,895

1,311,705

1,052,244

403,072

879,421

6,049,337

39.2%

19.2%

15.5%

8.7%

17.3%

100.0%

113%

102%

102%

151%

137%

115%

市税
地方交付税

市債(長期借入金)

その他
計

★ 一時借入金の状況
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

平成27年9月末 前年度同期 前年比
一般会計 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－

－

－

－

－

－

国民健康保険事業
下水道事業

土地区画整理事業
介護保険事業

水道事業

★ 市の借入金
（平成27年9月末現在）：一般会計

（単位：万円）

平成27年9月末 前年度同期 前年比
借 入 現 在 高 3,315,846 3,273,756 101.3%

市民一人あたりの借入金 24 24 98.5%

市民一人あたりの支払利子 0.0 0.4 0.1%

★ 一般会計の歳出目的別内訳
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

区分 予算現額 割合 前年度同期 前年比
民生費 3,365,977 

936,235

803,782

669,513

351,130

319,286

229,436

152,830

42,590

75,311

6,946,090

48.5%

13.5%

11.6%

9.6%

5.1%

4.6%

3.3%

2.2%

0.6%

1.1%

100.0%

107%

125%

131%

132%

104%

97%

176%

124%

104%

109%

115%

3,147,341 

750,328

612,345

508,125

336,872

330,517

130,513

123,201

40,960

69,135

6,049,337

教育費
土木費
総務費
衛生費
公債費
商工費
消防費
議会費
その他

合計

★ 各会計の予算執行状況
（平成27年9月末現在）

（単位：万円）

会　計　名 収入済額 収入
収納率 支出済額 支出

執行率
一般会計 2,953,649 

946,734

99,172

16,220

362,360

47,743

185,692

265

42.52%

41.98%

25.93%

30.12%

39.47%

39%

48.64%

1.08%

2,293,463

913,363

128,342

27,520

357,217

41,202

118,112

28,544

33.02%

40.5%

33.55%

51.11%

38.91%

33.66%

34.68%

33.09%

国民健康保険事業
下水道事業

土地区画整理事業
介護保険事業

後期高齢者医療事業

業
事
道
水

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

★ 市民１人あたりの市税負担額
（平成27年9月末現在）

（単位：円）

平成27年9月末 前年度同期 前年比
固定資産税

市民税
市たばこ税
軽自動車税

計
※予算現額÷人口で算出しています。

※ 市民一人あたりの歳出額を、目的別で金額の多い順に並べています。
※ 金額は、平成27年9月30日現在の人口（140,221人）を基に算出しました。

※ホームページ上でも、財政状況の資料を公開しております。下記URLより「市政情報」→「財政」へとお進み下さい。
 URL: http://www.city.okinawa.okinawa.jp/

495,367 円
歳出（一般会計）を

市民一人あたりに換算すると、子育て支援や福祉の充実など

教育・文化・スポーツの充実など

市が借りたお金の返済など

人事・財政など事務事業の運営

市議会の運営

商工業や観光の振興など

消防や救急救命など

農業・林業・漁業の
活性化など

労働者の福祉

災害の復旧など

❶

❷

❻

❹

❾

❼

❽

民生費

教育費

公債費

総務費

議会費

商工費

消防費 その他

240,048円

66,769円

22,770円

47,747円

医療・保健の充実、ごみ対策など

❺ 衛生費

25,041円

3,037円

道路・住宅・公園の整備など

❸ 土木費

57,323円

16,362円

10,899円 5,371円

※基金については、平成27年度9月末残高見込み。
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中
心
市
街
地
循
環
バ
ス

年
末
年
始
の
運
行
に
つ
い
て

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

～
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年

金
加
入
手
続
き
を
～

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
を
開
始
し
ま
す

が
ん
に
関
す
る
不
安
や
心
配

事
の
相
談
窓
口

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

暮
ら
し

　

年
末
は
平
成
27
年
12
月
31
日

（
木
）ま
で
通
常
通
り
運
行
し
ま

す
。な
お
、年
始
の
運
行
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
で
す
。

運
行
休
止
／
１
月
１
日（
金
）～
３

日（
日
）

運
行
開
始
／
１
月
４
日（
月
）

問
合
せ
／
中
心
市
街
地
活
性
化
推

進
課　
　
　
　

内
線（
３
２
１
１
）

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本

国
内
に
お
住
い
の
方
は
、原
則
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。若
い
時
に
公

的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め

続
け
る
こ
と
で
、年
を
と
っ
た
と
き

や
、病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
方
が
加
入
し
保
険
料
を
納
め

る
制
度
で
す
。国
が
責
任
を
持
っ
て

運
営
す
る
た
め
、年
金
の
給
付
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

○
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、年
を
と
っ
た
と

き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、障
害
年

金
や
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

《
障
害
年
金
》病
気
や
事
故
な
ど
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。

《
遺
族
年
金
》加
入
者
が
死
亡
し
た

場
合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の

あ
る
配
偶
者
」や「
子
」）が
受
け
取

れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
よ
り
、こ
れ
ま

で
の
介
護
予
防
教
室
・
活
動
に
加

え
て
、65
歳
以
上
の
方
や
、要
支
援

認
定
を
受
け
た
方
な
ど
が
参
加
で

き
る
介
護
予
防
教
室
の
開
催
と
活

動
に
順
次
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、個
人
や
地
域
で
取
り
組

め
る
介
護
予
防
と
生
き
が
い
づ
く

り
の
ご
相
談
や
お
手
伝
い
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
【
沖
縄
市
の
活
動
紹
介（
一
部
）】

・
筋
力
ア
ッ
プ
等
を
目
的
と
し
た

　

教
室（
高
齢
者
転
ば
ん
教
室
等
）

・
生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く

　

り
の
活
動（
高
齢
者
生
き
が
い

　

づ
く
り
支
援
事
業
等
）

・
地
域
や
仲
間
で
の
自
主
活
動

　
（
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
普
及
等
）

な
ど

問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課　

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

内
線（
３
０
９
７
）
　

看
護
師
資
格
を
持
つ
が
ん
経
験

者
の
相
談
員
が
、が
ん
に
関
す
る

様
々
な
不
安
や
心
配
事
に
つ
い
て
一

問合せ／高齢福祉課　管理給付係　内線（2085・3098）

障害者控除に伴う認定書交付申請について
　所得税法や地方税法では、障害者手帳（身体・精神）や療育手帳などの交付
を受けていない方でも「これに準ずる者」として認定を受けた場合には、「障害
者控除」として所得税・住民税の所得控除を受けることができます。
　本市では、満65歳以上で、身体の障害または認知症の状態が一定の基準に
該当すると認定された方に、確定申告等で税の所得控除が受けられる「障害
者控除対象者認定書」を交付します。
　確定申告等を行う際に必要な方は、市役所窓口（高齢福祉課）にて申請手続
きを行ってくださいますようお知らせします。
※既に障害者手帳（身体・精神）や療育手帳の交付を受けている方は、その手
帳を提示することにより障害者控除が受けられますので、この申請を行なう必
要はありません。
≪申請時に必要なもの≫
○申請者の印（認印可）　○身分証明書（運転免許証、健康保険証等）
※本人・親族以外の方からの申請は、委任状が必要です。

【障害者控除とは】
　納税者自身または控除対象
配偶者や扶養親族が、障がい
者や特別障がい者に当てはま
る場合、一定金額の所得控除
を受けることができます。これ
を「障害者控除」といいます。

申請書は窓口で配布しています。また、市ホームページにも掲載予定です（１月中旬ごろ）。

（「これに準ずる者」の対象は、下記の方々です）　

障がい者 (1)知的障がい者(軽度・中度)に準ず
(2)身体障がい者(3級～6級)に準ず

特　　別
障がい者

(1)知的障がい者(重度)に準ず
(2)身体障がい者(1級、2級)に準ず
(3)ねたきり老人(6ヶ月程度以上臥床)

●
障
が
い
理
由

問合せ／資産税課　内線（2254・2255・2256・2257・2258）

平成28年度 償却資産の申告について
　平成28年1月1日（賦課期日現在）、沖縄市内に土地及び家屋以外の事業用
に供する事ができる償却資産を所有している個人又は法人は申告が必要です
（課税されるか否かを問わず、一品でも償却資産を所有していれば申告の対象
になります）。事業種目についても必ず記入してください。また、各種特例措置に
つきましては資産税課家屋係までお問い合わせください。
申告していただく資産　
・平成27年1月2日～平成28年1月1日までに取得した資産及び減少した資産
・平成27年1月1日以前に取得し、現在所有している資産
・これまで所有していたが、平成28年1月1日までに廃棄・移動等をした資産
申告期間／平成28年1月4日（月）～2月1日（月）
申告場所／資産税課　家屋係　内線（2256・2257）

資産税課からのお知らせ　次の場合は、資産税課へ申告書の提出をお願いします。

※所得、資産にかかる諸証明発行を代理人が申請する場合、名義人本人からの委任状が必要となります。

申告して頂く内容 必要となる申告書

現在、所有している家屋を取り壊した場合 滅失申告書
新築、増築された建物を登記してない場合・
建物の用途を変更した場合

家屋申告書

未登記家屋の売買、相続、贈与があった場合 所有者変更願

他市町村にお住まいの方で、納付が困難な方 納税管理人指定届

固定資産の所有者が亡くなっており、相続
手続きが完了していない場合 相続代表者指定届

　

ご
相
談
や
手
続
き
な
ど
は
年
金

事
務
所
又
は
市
民
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
コ
ザ
年
金
事
務
所

☎
９
３
３
ー
３
４
３
７

☎
９
３
３
ー
３
４
３
８

☎
９
３
３
ー
３
４
３
９

　

  

市
民
課　

国
民
年
金
担
当

内
線（
２
１
３
２・２
１
３
４
）

　

年
末
年
始
は
ご
み
の
量
や
、粗

大
ご
み
の
受
付
け
が
増
え
る
た

め
、収
集
時
間
の
変
動
や
、収
集

に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
も
や
せ
る
ご
み
、も
や
せ
な
い

ご
み
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
、資
源
ご
み

収
集
終
了
／
12
月
31
日（
木
）

収
集
開
始
／
１
月
４
日（
月
）

●
粗
大
ご
み

受
付
終
了
／
12
月
28
日（
月
）

収
集
終
了
／
12
月
31
日（
木
）

受
付・収
集
開
始
／
１
月
４
日（
月
）

問
合
せ
／
環
境
課　

ク
リ
ー
ン
係

内
線（
２
２
２
３・２
２
２
４・

２
２
２
５・２
２
２
６
）

沖縄市公式サイト  http://www.city.okinawa.okinawa.jp/



市
で
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
サ
イ
沖
縄
シ
テ
ィ
」F
M
コ
ザ
（
７
６.
１
M
H
z
）毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
９
時
10
分　

放
送
中
！！
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沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）

高
齢
者
虐
待
防
止
講
演
会

～
養
介
護
施
設
従
事
者
等
に
よ

る
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
～

催
し

　

本
市
で
は
、エ
イ
サ
ー
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、よ
り
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、エ
イ
サ
ー
検
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

日
時
／
１
月
24
日（
日
）

午
前
10
時
30
分（
試
験
は
90
分
間
）

場
所
／
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
体

育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

受
験
資
格
／
エ
イ
サ
ー
検
定
１
級

合
格
者
※
１
級
は
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
受

験
可（
受
験
料
無
料
）

受
験
料
／
１
，０
０
０
円

定
員
／
30
人（
定
員
に
達
し
次
第

締
切
）

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル

申
込
・
問
合
せ
／
一
般
社
団
法
人

沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会

☎
９
８
９
ー
５
５
６
６

講
師
／
苗
代 

慎
吾
氏（
南
城
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
）

日
時
／
１
月
28
日（
木
）

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル

平成27年11月の消防活動状況

◆救急出場件数・・・・514件
◆救急搬送人員・・・・467人
◆火災出場件数・・・・0件
◆救助出場件数・・・・2件

救急車の適正利用にご協力をお願いします
　  問合せ／沖縄市消防本部
　  警防課　☎929ー0900

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
９
８
９
ー
５
５
６
７

E-m
ail

：info@
eisa-kentei.info

エ
イ
サ
ー
検
定
公
式
サ
イ
ト
：

w
w

w.eisa-kentei.info　

問合せ／沖縄商工会議所
☎938－8022

沖縄商工会議所主催

プロムナードコンサート
　市内小・中学校・高校の吹奏楽部や、一般
の吹奏楽チームによる素晴らしい演奏を聴
いてみませんか。

第５回　1月9日（土）
場所／コザ・ミュージックタウン音楽広場
出演／北美小、宮里中、美里中、コザ・フェスタ

第６回　1月16日（土）
場所／一番街コザBOX前
出演／泡瀬小、美里小、山内小、宮里中

第７回　1月30日（土）
場所／コザ・ミュージックタウン音楽広場
出演／北美小、高原小、山内中、美東中&ティラミス

第８回　2月6日（土）
場所／コザ・ミュージックタウン３階音市場
出演／比屋根小、諸見小、安慶田中、カデナミドル
　　　スクール、クバサキハイスクール、嘉手納海
　　　兵隊

演奏開始：午後2時　入場無料

問合せ／沖縄市新年祝賀会実行委員会事務局
（秘書広報課内）　内線（2410）

平成28年 沖縄市新年祝賀会平成28年 沖縄市新年祝賀会

●本祝賀会では、平成27年叙勲等受章者をご紹介し、その功績を称えます。

平成27年春の叙勲等受章者
・旭日双光章　仲宗根文子
・瑞宝単光章　飯島時昭、久志博次、普久原京子、新垣利男、内間安彦、宇良一成
平成27年秋の叙勲等受章者
・旭日小綬章　新里八十秀　　・旭日双光章　島袋勝元
・瑞宝小綬章　久高常良　　　・瑞宝双光章　浜比嘉宗明、長堂政美、宮澤俊幸
・瑞宝単光章　当銘薫、徳嶺惠四、細金敏栄
平成27年高齢者叙勲受章者
・旭日単光章　栄野元康重　　・瑞宝小綬章　高田憲一
・瑞宝双光章　仲宗根功　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

開催日／1月8日（金）　場　所／沖縄市体育館
開　場／午後６時　　開　宴／午後６時30分　　　会　費／2,000円

多くの皆様のご来場をお待ちしております。

※駐車場に限りがございますので、ご来場の際は公共交通機関等をご利用下さい。

地
域
巡
回
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

適
職
発
見
フ
ェ
ア

「
オ
フ
ィ
ス
の
お
仕
事
」

　

沖
縄
市
を
含
む
、中
部
地
域
の

企
業
に
よ
る
合
同
説
明
・
面
接
会

を
行
う
就
職
フ
ェ
ア
。今
回
、全
て

の
参
加
企
業
が
、未
経
験
者
で
も

正
社
員
を
目
指
せ
る
求
人
を
行

い
ま
す（
そ
の
他
、ア
ル
バ
イ
ト
や

パ
ー
ト
な
ど
の
求
人
あ
り
）。来
場

者
全
員
に『
履
歴
書
セ
ッ
ト
』を
進

呈
す
る
ほ
か
、プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
に

よ
る
履
歴
書
用
の
写
真
撮
影
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す（
要
件
有
）。

参
加
企
業
／
30
社（
予
定
）

日
時
／
１
月
13
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所
／
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー　

会
議
棟
Ａ

対
象
／
一
般
求
職
者
及
び
平
成
28

年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生

参
加
料
／
無
料

申
込
・
問
合
せ
／
適
職
発
見
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局（（
株
）求
人
お
き

な
わ
内
）　

☎
８
６
０
ー
８
９
０
０

午
前
９
時
～
午
後
６
時（
土
日
・
祝

日
を
除
く
）

公
式
サ
イ
ト
：

http://jobm
atching.info

緒
に
考
え
、お
答
え
し
ま
す
。相
談

料
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

曜
日・時
間
／

火
・
金
曜
日
：
午
後
１
時
～
５
時

水
曜
日
：
午
前
10
時
～
午
後
２
時

相
談
方
法
／
電
話
ま
た
は
来
所

場
所
／
琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病

院　
３
階

問
合
せ
／
沖
縄
県
地
域
統
括
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
９
４
２
ー
３
４
０
７

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、高

齢
者
関
連
施
設
等
に
お
勤
め
の
方

定
員
／
１
５
０
人（
要
事
前
申
込
・

定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

入
場
料
／
無
料

託
児
／
無
料（
要
事
前
申
込
・
満
６

か
月
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
）

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
電
話

申
込
締
切
／
１
月
25
日（
月
）

申
込・問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課

内
線（
３
１
４
３
）

目
指
せ
、
エ
イ
サ
ー
親
方
!!

エ
イ
サ
ー
検
定
第
７
回
特
級

試
験
開
催
の
お
知
ら
せ ウ

ェ
ー
カ
タ
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沖
縄
少
年
院 

参
観
募
集
の

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度 

学
資
貸
与
生

募
集
（
若
干
名
）

平
成
28
年
度 

海
外
姉
妹
都

市
大
学
・
短
期
大
学
留
学
生

助
成
金
受
給
者
募
集

沖
縄
市
企
業
立
地
促
進
条
例

に
基
づ
く
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除

　

少
年
院
に
お
け
る
教
育
活
動
や

更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
、地
域

の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
、施
設
参
観
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
２
月
６
日（
土
）

午
後
１
時
～
３
時
※
庶
務
課
集
合

場
所
／
沖
縄
少
年
院（
沖
縄
市
山

内
１
丁
目
13
番
１
号
）

定
員
／
25
人（
原
則
20
歳
以
上
の

方
）

対
象
／
大
学
入
学
後
、経
済
的
理

由
で
修
学
困
難
な
方

貸
与
額（
月
額
）／

県
内
大
学
：
３
～
５
万
円（
選
択
）

県
外
大
学
：
５
～
７
万
円（
選
択
）

申
込
期
間
／
４
月
４
日（
月
）～
28

日（
木
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
金
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

  

本
市
で
は
、産
業
及
び
観
光
の
振

興
と
、雇
用
の
拡
大
に
寄
与
す
る

目
的
で「
沖
縄
市
企
業
立
地
促
進

条
例
」に
基
づ
き
、優
遇
処
置
と
し

て
固
定
資
産
の
課
税
免
除
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

申
請
期
間
／
１
月
４
日（
月
）～
29

日（
金
）※
土
日
・
祝
日
を
除
く

制
度
概
要
／

観
光
地
形
成
促
進
地
域
、情
報
通

信
産
業
振
興
、産
業
高
度
化
・
事
業

革
新
促
進
地
域
に
お
け
る
課
税
免

除
、国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地

域
に
お
け
る
課
税
免
除（
中
城
湾

港
新
港
地
区
の
み
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請・問
合
せ
／
雇
用
対
策
課　

企
業
誘
致
係

内
線（
３
２
４
３
）

募
集

問合せ／ 納税課 不動産公売班　内線（3264~3275）

公売期日【入札】 ５月１０日（火）
公売場所 沖縄市役所　地下１階　入札室
受付時間

５月１０日（火）

５月１７日（火）

午後２時から２時１0分まで
午後２時１1分から
午前１０時
午後２時

午後１時から
入札時間
開札時間
売却決定の日時
買受代金納付期限

平成28年度 第1回 不動産公売の実施について

日　　程

公売財産一覧

　本市では、市税滞納者から差押えた財産の「公売」を実施いたしま
す。公売とは、税金に滞納があるため差押えた財産（不動産等）を売却
し、その代金を滞納となっている税に充てるものです。

※注１　売却区分番号「２８－１」については、沖縄市農業委員会での買受適格証明書が必要です。
公売手続きについての説明や公売財産状況についての詳細は、納税課までお問い合わせください。

売却区分
番号

不動産の
種類 所　在　地 面積／床面積（㎡）

地目／種類 見積価額（円）

沖縄市池原五丁目
１３８５番１

4,904,000円
（公売保証金
500,000円）

３２１㎡  畑28-1 土地注1

※以下の日程は予定であり、変更となる可能性があります。

問合せ／納税課公売班　内線（3264～3274）

動産公売のお知らせ
　本市では、市税滞納者から差押えた財産の「公売」を実施します。
　公売とは、税金に滞納があるため差押えた財産を売却し、その代金を滞納と
なっている税に充てるものです。※今回は、沖縄県との合同公売を実施予定です。

公売財産／動産（電化製品等）　　公売期日／1月2９日（金）
場所／イオンモール沖縄ライカム３階 イオンホール(イオン銀行奥)
開場・入札時間／正午から午後１時30分まで
開札時間／午後1時31分から

沖縄市小口資金融資制度

申込み・問合せ／商工振興課　商業係　内線（3225）

　市内に事業所を有し、継続して1年以上同一事業を営む中小企業者（小規模企
業者を含む）に対して、運転資金・設備資金・転業資金等を融資しています。
　ただし、前年の1月1日までに本市の住民基本台帳に記録され、引き続き居住し
ているなどの要件があります（法人企業の代表者は市外でもかまいません）。

受 付 期 間
融 資 限 度 額
融 資 利 率

融 資 期 間
償 還 方 法
担保及び保証人

取扱金融機関

／平成27年4月6日～平成28年3月31日
／700万円
／一般小口　年利　2.00％　　
　特別小口　年利　1.95％（別途保証料有）
／7年以内（据置あり）
／月賦償還
／無担保、連帯保証人は必要に応じて求める。なお、保証協
　会が実施する特別小口保証の運用あり。
／琉球銀行、沖縄銀行、沖縄海邦銀行、コザ信用金庫の市
　内本店又は各支店

申
込
期
間
／
１
月
15
日（
金
）～
29

日（
金
）

申
込
方
法
／
電
話
受
付（
定
員
に

達
し
次
第
締
切
）

申
込・問
合
せ
／
沖
縄
少
年
院

☎
９
３
３
ー
４
４
８
６

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
日
・
祝

日
を
除
く
）

沖
縄
市
音
楽
資
料
館
お
ん
が
く
村

視
聴
ブ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
お
披

露
目
in
産
業
ま
つ
り

　

お
ん
が
く
村
に
新
し
く
設
置
す

る
視
聴
ブ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
、美

来
工
科
高
校 
軽
音
楽
部
と
連
携

し
て
制
作
し
ま
し
た
。ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

を
使
っ
て
、ど
な
た
で
も
簡
単
に
選

曲
で
き
ま
す
。民
謡
や
ロ
ッ
ク
、ジ
ャ

ズ
、フ
ォ
ー
ク
な
ど
の
貴
重
な
音
源

を
ぜ
ひ
、会
場
で
体
感
し
て
く
だ
さ

い
。

場
所
／
第
39
回 

沖
縄
市
産
業
ま

つ
り
会
場
内（
沖
縄
県
総
合
運
動

公
園 

体
育
館
）

日
時
／
１
月
23
日（
土
）・
24
日

（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時
※
最
終
日

は
午
後
５
時
ま
で

問
合
せ
／
お
ん
が
く
村

☎
９
２
３
ー
３
２
２
４

　

沖
縄
市
の
海
外
姉
妹
都
市
、ワ

シ
ン
ト
ン
州
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
市
に

あ
る
大
学
・
短
期
大
学
へ
留
学
す

る
方
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

募
集
人
員
／
２
人

助
成
金
額
／
月
額
６
万
円

助
成
期
間
／
２
年
間

募
集
期
間
／
１
月
18
日（
月
）～
３

月
４
日（
金
）

《
留
学
説
明
会
》

日
時
／
２
月
10
日（
水
）

午
後
６
時

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

場
所
／
市
役
所
５
階 

建
設
部
会

議
室

申
込・問
合
せ
／
コ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
プ
ラ
ザ

☎
９
８
９
ー
６
７
５
９

問
合
せ
／
文
化
観
光
課　

内
線（
３
５
５
３
）

沖縄市公式フェイスブック  https://facebook.com/City.Okinawa/
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沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）市
で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
沖
縄
市
だ
よ
り
」沖
縄
ラ
ジ
オ（
オ
キ
ラ
ジ
）F
M
8
5.
4
M
H
z 
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
後
2
時
50
分
〜
3
時 

放
送
中
!!

平
成
28
年
度 

県
立
コ
ザ
高

等
学
校
定
時
制
課
程
（
商
業

科
）
特
別
募
集

平
成
28
年
度 

県
立
中
部
農

林
高
等
学
校
定
時
制
課
程

（
農
業
科
）
特
別
募
集

出
願
資
格
／
勤
労
者
等（
専
業
主

婦
を
含
む
）で
満
20
歳（
平
成
28
年

３
月
31
日
現
在
）以
上
の
方

出
願
期
間
／
２
月
12
日（
金
）午
前

９
時
～
午
後
５
時
、15
日（
月
）午

前
９
時
～
午
後
４
時

※
選
抜
は
、作
文
及
び
面
接
の
結

出
願
資
格
／
勤
労
者
等
で
満
20
歳

（
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
）以

上
の
方

出
願
期
間
／
２
月
12
日（
金
）午
前

９
時
～
午
後
５
時
、15
日（
月
）午

前
９
時
～
午
後
４
時

選
抜
の
方
法
／
作
文
及
び
面
接
の

結
果
と
、出
身
中
学
校
か
ら
送
付

さ
れ
た
調
査
書
、そ
の
他
の
書
類

に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

検
査
期
日
／
３
月
10
日（
木
）

作
文
：
午
前
11
時
15
分
よ
り

面
接
：
午
後
１
時
10
分
よ
り

提
出
書
類
／
入
学
志
願
書（
出
身

中
学
校
へ
作
成
を
依
頼
）、健
康
診

断
書
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
中
部
農
林
高
等
学
校
定

時
制
課
程　

教
務
部

☎
９
７
３
ー
３
５
７
８

申込・問合せ／
市民スポーツ課　☎932-1294

E-mail：simins03@city.okinawa.okinawa.jp

日 時
場 所
対 象

参 加 料
申込方法
申込締切

／2月7日（日）午前9時～正午
／高原小学校体育館
／市内在住・在勤・在学の小学
　生以上の方
　※4人1チーム（子どものみの
　チームは保護者同伴）
／無料（室内用運動靴持参）
／電話または電子メール
／1月29日（金）

第3回
沖縄市カローリング大会

参加チーム募集

　スポーツが苦手な方や、未経験の方でも
楽しめる、カローリングの大会を行います。

問合せ／沖縄市青年団協議会
　☎911-5750

生涯学習課　内線（2742）

テ ー マ

内 容
日 時

場 所
対 象

申込方法
申込締切

／「こどものまち沖縄市」０歳から
６歳までの子育て制度（保育園
関係、補助金など）
／しゃべり場、グループ発表など
／2月7日（日）
　午後1時（受付開始：正午）
／沖縄市農民研修センター
／市内在住・在勤・在学の若者
　（概ね10代～30代）
／お問い合わせください
／1月29日（金）（予定）

　「こどものまち沖縄市」の子育て制度や、保
育園などについて若者同士で自由に意見を
交換し、保育園や子育てについて語ってみま
せんか？ 

沖縄市青年フォーラム2016
参加者募集

琉球ゴールデンキングス
試合日程

問合せ／沖縄バスケットボール株式会社
☎897-7331

公式サイト／http://www.okinawa-basketball.jp/

琉球ゴールデンキングス
vs

大分・愛媛ヒートデビルズ

日時／1月16日（土）　試合開始／午後7時
日時／1月17日（日）　試合開始／午後６時

琉球ゴールデンキングス
vs

浜松・東三河フェニックス

日時／1月30日（土）　試合開始／午後７時
日時／1月31日（日）　試合開始／午後２時

入場料（前売）
《指定席》センター：3,000円、
アリーナ・2階ワイドビューエリア：2,800円、
2階ゴールエンド側：大人1,800円（子供900円）

《自由席》2階自由席：大人1,800円（子供900円）

会場／沖縄市体育館

※当日入場料についてはお問い合わせいただくか、公式
サイトをご覧ください。

果
と
、出
身
中
学
校
か
ら
送
付
さ

れ
た
調
査
書
、そ
の
他
の
書
類
に

基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

検
査
期
日
／
３
月
10
日（
木
）午
後

１
時
よ
り（
検
査
終
了
後
、面
接
）

提
出
書
類
／
入
学
志
願
書（
出
身

中
学
校
へ
作
成
を
依
頼
）、健
康
診

断
書
、履
歴
書
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
コ
ザ
高
等
学
校
定
時
制

課
程　
　

 

☎
９
３
７
ー
３
５
６
３

申
込
書
類
／

①
学
資
貸
与
申
込
書

②
市
県
民
税（
課
税
）証
明
書

③
固
定
資
産
公
課
証
明

④
戸
籍
謄
本　

⑤
住
民
票
抄
本　

⑥
在
学
証
明
書　

⑦
学
業
成
績
証

明
書（
２
か
月
以
内
の
も
の
）

⑧
推
薦
書（
学
校
長
ま
た
は
学
長
）

⑨
健
康
診
断
書（
３
か
月
以
内
の

も
の
）　

⑩
そ
の
他
育
英
会
の
指

示
す
る
事
項

※
①
・
⑧
は
育
英
会
の
指
定
用
紙

・
連
帯
保
証
人
は
、保
護
者
の
他

に
１
人
必
要
で
す
。

・
貸
与
生
又
は
、保
護
者
の
市
民

税
・
固
定
資
産
税
の
合
計
額
が

30
万
円
以
上
の
納
税
者
や
、他

か
ら
育
英
資
金
を
受
け
て
い
る

方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
／（
公
財
）沖
縄
市

育
英
会（
市
役
所
地
下
１
階
）

☎
９
３
８
ー
５
５
２
０
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就
活
・
就
職
に
役
立
つ
！ 

初

心
者
パ
ソ
コ
ン
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
学
ん

で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、就
職
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。

講
師
／
大
城
加
代
子
氏（
Ｐ
Ｃ
テ
ク

ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト・パ
ソ
コ
ン
講
師
）

期
間
／［
全
５
回
］１
月
18
日（
月
）

～
22
日（
金
）

時
間
／
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
沖
縄
市
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー

対
象
／
一
般
求
職
者

定
員
／
15
人（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料

託
児
／
無
料
・
要
予
約（
満
６
か
月 

か
ら 

小
学
校
入
学
前
ま
で
）

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー　☎

９
３
４
ー
３
８
３
７

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

福
祉
文
化
プ
ラ
ザ 

講
座
案
内

■
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
入
門

期
間
／
２
月
１
日
～
25
日（
月
・
水

ワ
ー
ド
／
火
・
木
エ
ク
セ
ル
）

時
間
／
午
前
９
時
～
正
午

定
員
／
10
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
。１
月
の
最
終
週
に
受
講

決
定
者
へ
連
絡
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
来
訪

■
一
般
就
労
支
援
講
座

日
時
／
毎
週
月
曜
日
～
木
曜
日

午
後
１
時
～
４
時　

※
受
講
日
な

ど
は
面
談
の
う
え
決
定

【
各
講
座
共
通
】

対
象
／
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

平
成
28
年
度 

県
立
宜
野
湾

高
等
学
校
通
信
制
課
程 

生
徒

募
集

出
願
資
格
／
ど
な
た
で
も（
年
齢

制
限
な
し
）

出
願
期
間
／
２
月
12
日（
金
）午
前

９
時
～
午
後
５
時
、15
日（
月
）午

前
９
時
～
午
後
４
時

検
査
期
日
／
２
月
20
日（
土
）・
21

日（
日
）

※
願
書
は
、平
成
27
年
11
月
よ
り

配
布
し
て
い
ま
す
。提
出
書
類
に
つ

い
て
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
宜
野
湾
高
等
学
校

通
信
制
課
程☎

９
４
２
ー
２
３
６
３

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
金
・
土
・

祝
日
を
除
く
）

方
で
文
字
入
力
・マ
ウ
ス
操
作
が
で

き
る
方

受
講
料
／
無
料

※
筆
記
用
具
持
参
・マ
ニ
ュ
ア
ル
貸

出
・
施
設
内
の
パ
ソ
コ
ン
使
用

（
パ
ソ
コ
ン
持
込
み
相
談
可
）

申
込
／
随
時　

※
午
前
９
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
福
祉
文

化
プ
ラ
ザ  

☎
９
３
０
ー
１
６
９
２

 問合せ／こども企画課　内線（3403）

沖縄市こどものまち推進アクションプログラム（素案）に
関するパブリックコメントの実施について

１．応募資格
　（１）本市に住所を有する方
　（２）本市に事務所または事業所を有する個人、法人その他団体
　（３）本市に通勤または通学する方
　（４）本市に対して納税義務を有する方
２．公表および意見等の提出期間
　1月22日（金）～2月19日（金）午後5時15分まで（必着）
　※郵送の場合は、2月19日（金）の消印有効
３．公表場所
　（１） こども企画課　（２） 市政情報センター（市役所2階）　（３） 市ホームページ
４．意見等の提出方法
　所定の様式にご意見を記入し、直接ご持参いただくか、郵送、ファックス、電子メールにてご
提出ください。
　なお、様式については、こども企画課にて配布しています。また、市ホームページからもダウ
ンロードできます。
５．提出先
　〒904-8501 沖縄市仲宗根町26番1号 沖縄市役所 こども企画課（2階）
　FAX：934-3835　Eメール：ko_kikakua101@city.okinawa.okinawa.jp

　本市では、こどものまちを推進する基本的な考え方や、こどもに関連する重点事業等を
位置づける計画として「沖縄市こどものまち推進アクションプログラム」の策定を目指して
おります。
　つきましては、策定にあたり多くの皆様の声を参考にさせていただきたく、本事業計画
（素案）に対するご意見等を募集いたします。

申込・問合せ／市民健康課　健康推進係（内線2242）

親子料理教室
日 時
場 所
対 象

定 員
講 師
受 講 料
申込締切

／2月6日（土）午後2時～４時
／沖縄市福祉文化プラザ
／市内在住の６歳から小学６年生までの子どもと
　その保護者
／6組（申込多数の場合は抽選）
／中山　要美氏
／無料（エプロン、三角巾、手拭タオル持参）
／１月28日（木）午後3時　

親子で、簡単にできるおやつを作ります。

認知症の人と家族の会講座 認知症とアロマセラピー

申込・問合せ／高齢福祉課　内線（3169）

　アロマオイルの香りで脳を活性化し、認知症の改善や予防に役立
てる方法が学べます。

講 師
日 時
場 所
定 員
申込開始

／比嘉 いづみ氏（do TERRA）
／1月22日（金）　午後1時～3時
／沖縄市社会福祉センター
／20人（定員に達し次第締め切り）
／1月4日（月）　受講料／100円
　※希望者はルーム&ボディスプレー制作あり（1,000円）

沖縄市観光ポータルサイト コザウェブ  http://kozaweb.jp/
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沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）

＊
定
例
お
は
な
し
会

＊
休
館
日

＊
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
支
援
員
募
集

編
集
後
記

図
書
館
だ
よ
り

☎
９
３
２
ー

６
８
８
１

今
年
も
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
た
沖
縄
国

際
カ
ー
ニ
バ
ル
。
ス
テ
ー
ジ
撮
影
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
を
誤
っ
た
私
は
移
動
も
で
き
ず
、
出
演
者
の

背
中
ば
か
り
見
る
ハ
メ
に
。　
　
　
　
　

 

（
周
）

 

わ
ん
こ
そ
ば
を
多
く
食
べ
る
子
ど
も
、
大
人
、
男

女
関
係
な
く
、
熾
烈
な
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
た

第
１
回
目
と
な
る
わ
ん
こ
そ
ば
全
日
本
大
会
沖

縄
コ
ザ
場
所
。
観
客
の
声
援
も
多
く
、
活
気
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
出
場
し
て
み
た
い
…
。

（
加
）

 

例
年
１
月
号
の
校
了
は
、
師
走
と
い
う
事
も
あ

り
、
５
日
程
度
、
早
ま
る
。
余
裕
を
も
っ
て
作
業

を
進
め
る
が
、
記
事
内
容
の
確
認
や
天
候
不
良
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
中
止
等
で
、
今
年
も
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
編
集
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。　
　
　
　

 

（
川
）

毎
週
月
曜
日（
定
期
休
館
日
）、第
４
木
曜

日（
館
内
整
理
日
）、祝
日（
文
化
の
日
を
除

く
）、慰
霊
の
日
、特
別
整
理
期
間（
蔵
書
点

検
）、年
始
年
末
は
お
休
み
で
す
。

１
月
１
日
～
３
日（
年
始
休
）、４
日（
月
）、

11
日（
成
人
の
日
）、12
日（
振
替
休
館
）、18
日

（
月
）、25
日（
月
）、28
日（
館
内
整
理
日
）　

※
１
月
５
日（
火
）は
午
後
１
時
か
ら
７
時
ま
で

　

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ「
絵

本
」を
通
し
て
子
育
て
の
応
援
を
す
る
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。関
心
が
あ
る
方
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い（
随
時
受
付
）。

絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

・
び
ん
ぼ
う
こ
び
と
（
素
話
）

・
オ
ニ
じ
ゃ
な
い
よ
お
に
ぎ
り
だ
よ
（
絵
本
）

１
月
23
日
（
土
）
午
後
３
時

・
ち
い
さ
な
く
れ
よ
ん
（
絵
本
）

・
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
ゆ
き
だ
る
ま
（
紙
芝
居
）

１
月
16
日
（
土
）
午
後
３
時

・
ゆ
き
の
ひ
（
絵
本
）

・
十
二
支
の
は
じ
ま
り
（
絵
本
）

１
月
９
日
（
土
）
午
後
３
時

1
月
は
、
市
県
民
税
4
期
分
・
介
護
保
険
料
8
期
分
・
国
民
健
康
保
険
料
7
期
分
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
7
期
分
の
納
期
で
す
。
納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
2
月
1
日
！
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
!!

別
居
・
離
婚
の
法
律
知
識

～
養
育
費
・
慰
謝
料
・
婚
姻
費
用

分
担
～

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
&

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
基
本
講
座

（
M
a
c
i
n
t
o
s
h
編
）

　

民
法
に
お
け
る
婚
姻
の
権
利
義

務
に
つ
い
て
の
説
明
と
、夫
婦
が
別

居
や
離
婚
と
な
っ
た
場
合
の
養
育

費
や
婚
姻
費
用
の
分
担
な
ど
、お

　
ロ
ゴ
や
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン・
作

成
と
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
Ｃ
Ｓ

６
、フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｃ
Ｓ
６
の
基

礎
な
ど
を
学
び
ま
す
。

期
間
／［
全
10
回
］１
月
18
日（
月
）

～
29
日（
金
）（
土
日
を
除
く
）

時
間
／
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
沖
縄
市
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
で
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

定
員
／
10
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
） 

受
講
料
／
無
料

申
込
締
切
／
１
月
13
日（
水
）

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
所
定
用
紙
あ
り
）

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
テ
レ

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

☎
９
２
９
ー
３
８
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
９
２
９
ー
３
８
８
９

午
前
９
時
～
午
後
９
時（
土
曜
・
祝

日
は
休
室
、日
曜
は
午
後
５
時
ま

で
）

平成27年度 住宅リフォーム
補助金　残りわずか！

工事費の25％補助

最大25万円
※着手前申請及び2月末までに完了報告ができる工事が対象です

問合せ／市営住宅課 ☎894-6139（直通）

金
に
関
す
る
具
体
的
な
数
値
や
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
師
／
當
眞 

正
姫
氏（
と
う
ま
法

律
事
務
所 

弁
護
士
）

日
時
／
２
月
５
日（
金
）　

午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
沖
縄
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー 

会
議
室

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

女
性

定
員
／
20
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

託
児
／
無
料
・
要
予
約（
満
６
か
月

か
ら
小
学
４
年
生
ま
で
）

申
込
締
切
／
１
月
28
日（
木
）

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
９
３
７
ー
０
１
７
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
日
・
祝

日
を
除
く
）

申請・問合せ／
環境課　クリーン係　内線（2225）

資格要件／
申請方法／

環境課へお問い合わせください
販売指定店（※）で商品を決め、購入す
る前に申請書及び見積書などを環
境課へ提出してください。

　生ごみ処理容器機を購入する方へ補助金を交付
します。※予定台数に到達次第終了します。

【注意事項】
・販売指定店以外で商品を購入した場合は、補
助金の交付を受けることはできません。
・申請書は、必ず商品購入前に本人又は、本人か
ら委任を受けた販売指定店の方が提出してくだ
さい。購入後の受付はできません。
・取扱い商品については販売指定店へお問い合
わせください。

生ごみ処理容器機購入補助制度
利用者募集

※販売指定店などは環境課へお問い合わせください。

予定台数

約17台

約10台

処理機

処理容器
(コンポスト)

補助金額

購入額の半額上限3万円

購入額の半額上限3千円

応急手当講習会のご案内

申込・問合せ／沖縄市消防本部
警防課　☎929-0900

　乳幼児・小児・成人に対する心肺蘇生、AEDの取扱い、止血、
外傷手当、異物除去、搬送法など。　※筆記及び実技試験あり

●普通救命講習Ⅰ

日　時
1月16日（土） 午前9時～正午 消防署（美里） 30人

1月26日（火） 午後2時～5時 山内出張所 15人

定 員場　所

日　時
1月21日（木） 午後2時～5時 消防署（美里） 30人

定 員場　所

日　時
1月10日（日） 午前9時～午後6時 消防署（美里） 30人

定 員場　所

●普通救命講習Ⅲ

●上級救命講習

成人に対する心肺蘇生法、AED取扱い、止血法など

乳幼児・小児に対する心肺蘇生、AEDの取扱い、止血、異物除去など

※「普通救命講習Ⅲ」「上級救命講習」の日程はお問い合わせください。

受講料／無料（講習修了者に救命講習修了証を発行）
申込方法／電話受付（先着順）

申込･問合せ／
生涯学習課　内線（2744)

思春期子育て講座

どうして、できないの？
～学び方に合わせた子育て・教育～

　子どもの成長に合わせた支援について
の講演です。昼の部・夜の部どちらかにお申
し込みください。

講 師

日 時

場 所

対 象

定 員
受 講 料
申込締切

／村越 雄二氏
　（発達支援ルームAQUA）
／《昼の部》1月25日（月）
　午前10時～正午
　《夜の部》1月21日（木）
　午後7時～９時
／沖縄市福祉文化プラザ　
　交流ホール
／市内在住・在勤の小中高
　校生を持つ保護者及び関
　心のある方
／30人（先着順）
／無料
／1月15日（金）
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今月の市民　人口140,421人　男68,057人　女72,364人　世帯数58,583世帯　（平成27年12月1日・現在）
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総勢1,254人の大行列

年頭のあいさつ年頭のあいさつ

フォトニュース・話題フォトニュース・話題

マイナンバー通知カード
　　　市役所でのお受け取りについて

マイナンバー通知カード
　　　市役所でのお受け取りについて

沖縄国際カーニバル2015沖縄国際カーニバル2015

お知らせお知らせ

2・3

4

8・9

12・13

14・15

今月の人・わったーじちくゎい今月の人・わったーじちくゎい

19

財政状況公表財政状況公表

上与那原選手 世界陸上で銀メダル上与那原選手 世界陸上で銀メダル

20・21

22～27

　沖縄国際カーニバルの名物イベント「カーニバル 
パレード」。国道330号からゲート通りまでを総勢
1,254人が練り歩き、個性豊かな参加者のパフォーマ
ンスが沿道の観客を沸かせる。


